
「かたらい」は、公募による市民編集委員が、企画・取材・執筆を行っています。

　令和３年６月１６日に「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律の一部を改正する法律」が公布・
施行されました。
　日本における政治分野への女性の参画が徐々に進められてきているものの、諸外国と比べて大きく遅れてお
り、男女を問わず、立候補や議員活動等をしやすい環境整備等が必要であることから、政党等がより積極的な
取組を行うこととなるよう促進すること及び国や地方公共団体の施策を強化するために、改正されました。

匿名で相談できます。相談は無料です。秘密は厳守します。

　生活上のいろいろな悩みについて、女性カウンセラーが一緒に考えます。夫との関係、家族のこ
と、職場での人間関係、近所付き合いなど、ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

●相談日時：原則、毎週金曜日と第２木曜日　午後１時３０分～午後４時３０分
●場所：市民相談室（市役所第２庁舎１階）
●相談方法：電話または面談（要予約）
●予約先：企画政策課男女共同参画室　☎０４２－３８７－９８５３
●費用：無料　　　●保育：１歳以上～未就学児が対象（要問合せ）

女性総合相談

東京ウィメンズプラザ相談室のご案内

男性のための悩み相談

　夫婦や親子の問題、生き方・職場の人間関
係、セクシュアルハラスメントやＤＶなどの
暴力の問題など、男性の抱えるさまざまな悩
みに男性相談専門職員が対応します。

●ＴＥＬ：０３－３４００－５３１３
●日時：月曜日・水曜日　午後５時～午後８時
　　　　土曜日　午後２時～午後５時
　　　　※祝日・年末年始を除く。

一般相談

　配偶者からの暴力（ＤＶ）、デートＤＶ、セ
クシュアルハラスメント、夫婦や親子の問
題、生き方や職場の人間関係など、さまざま
な悩み相談をお受けします。

●ＴＥＬ：０３－５４６７－２４５５
　　　　　03-5467-1721（DV専用ダイヤル）
●日時：毎日　午前９時～午後９時
　　　　※年末年始を除く。

※プライバシーは守られます。
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p2  『たかがホルモン、されどホルモン
‒ 身体の性を決定し、人生まで変えるかもしれない不思議な物質、性ホルモン』

p6 小金井で働く

『家族会議のすゝめ』
水越　浩幸さん・順子さん

p8 国際比較

p10 小金井市第６次男女共同参画行動計画

『第二の故郷』
丁　怡然さん

「生物学的な面からの性の多様性」企画

名古屋大学副総長（男女共同参画・多様性担当）・大学院生命農学研究科教授
束村　博子さん

北海道大学大学院理学研究院生物科学部門生殖発生生物学分野教授
黒岩　麻里さん

寄稿

p4 『私たちの性を決める遺伝子』寄稿

編
集
後
記

　
最
先
端
の
研
究
分
野
を
理
解
す
る
事
は
、難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
回
は
苦
労
し
た
。し

か
し
、こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
、男
女
平
等
、

さ
ら
に
は
人
間
の
平
等
ま
で
広
げ
た
時
、重
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
佐
藤
百
合
子
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
今
回
で
３
回
目
に
な
り
ま
し
た
。私
も
だ
ん

だ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
の
が
面
白
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
自
分
の
声

を
聞
く
の
も
、初
め
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す

が
、
今
は
大
丈
夫
に
な
っ
て
い
ま
す
。い
い
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
山
本
紘
衣
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
か
た
ら
い
編
集
委
員
と
し
て
初
め
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ご
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

自
分
ら
し
く
人
生
を
歩
ま
れ
て
い
る
姿
が
素

敵
で
し
た
。新
し
い
ご
縁
に
感
謝
で
す
。

（
秀
澤
文
子
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
か
た
ら
い
の
制
作
を
通
し
て
、色
々
な
方
の

体
験
や
考
え
に
触
れ
る
こ
と
で
、今
ま
で
自
分

の
持
っ
て
い
た
考
え
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。少
し
で
も
多
く
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
櫻
井
愛
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
寄
稿
や
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
男
女
共
同
参
画
室
）

「生物学的な面からの性の多様性」
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は
じ
め
に

　性
に
関
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
語
る
な
ら
、
本
来

は
生
殖
の
司
令
塔
で
あ
る
脳
の
話
か
ら
始
ま

り
、
下
垂
体
か
ら
の
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
、
さ

ら
に
末
梢
の
性
腺
（
男
性
な
ら
精
巣
、
女
性
な

ら
卵
巣
）
か
ら
分
泌
さ
れ
る
性
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ

ル
モ
ン
（
性
ホ
ル
モ
ン
）
の
話
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
書
面
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
本
稿
で
は
性
ホ
ル
モ
ン
に
焦
点
を
絞
り
た

い
。
な
ぜ
な
ら
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
身
体
の
性
を

決
定
づ
け
、
人
々
の
人
生
ま
で
変
え
る
か
も
知

れ
な
い
か
ら
だ
。
女
性
で
は
主
に
卵
巣
か
ら
女

性
ホ
ル
モ
ン
が
、
男
性
で
は
精
巣
か
ら
男
性
ホ

ル
モ
ン
が
つ
く
ら
れ
、
血
液
中
に
分
泌
さ
れ
て

体
中
を
駆
け
め
ぐ
る
。
例
え
ば
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
は
乳
腺
を
発
達
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
の
で
女

性
ら
し
い
身
体
つ
き
を
つ
く
る
し
、
男
性
ホ
ル

モ
ン
は
筋
肉
を
増
強
さ
せ
る
働
き
な
ど
に
よ
り

男
性
ら
し
い
身
体
を
つ
く
る
。
本
稿
で
は
、
何

が
性
ホ
ル
モ
ン
の
性
差
を
も
た
ら
す
か
、
そ
し

て
性
ホ
ル
モ
ン
が
ど
の
よ
う
に
身
体
の
性
を
決

定
し
て
い
く
か
、
ま
た
最
後
に
そ
の
社
会
的
な

影
響
を
考
え
て
み
よ
う
。

１
．
性
差
の
出
発
点
は
性
染
色
体

　
ヒ
ト
を
含
め
全
て
の
哺
乳
類
の
性
は
、Ｘ
お
よ
び

Ｙ
染
色
体
の
２
種
類
の
性
染
色
体
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
性
に
関
わ
ら
な
い
染
色
体
は

常
染
色
体
と
よ
ば
れ
、
ヒ
ト
の
場
合
、
父
親
お
よ

び
母
親
由
来
の
22
対
（
計
44
本
）
の
常
染
色
体
が

あ
る
。
常
染
色
体
に
加
え
て
、
受
精
卵
の
性
染
色

体
が
Ｘ
Ｘ
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
女
性
に
、Ｘ
Ｙ
な
ら

男
性
に
な
る
。
次
世
代
の
誕
生
の
出
発
点
は
、
卵

子
と
精
子
の
受
精
に
あ
る
が
、
受
精
に
関
わ
る
配

偶
子
（
卵
子
や
精
子
）
は
、
減
数
分
裂
に
よ
っ
て

半
数
の
染
色
体
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、Ｘ

Ｘ
型
の
女
性
の
配
偶
子
で
あ
る
卵
子
の
性
染
色
体

は
Ｘ
の
み
で
あ
る
。
一
方
で
、Ｘ
Ｙ
型
の
男
性
で
つ

く
ら
れ
る
精
子
の
場
合
は
、
だ
い
た
い
２
分
の
１

の
確
立
で
Ｘ
あ
る
い
は
Ｙ
染
色
体
を
も
つ
精
子
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
、男
か
女
に
な
る
確
率
は
フ
ィ

フ
テ
ィ
ー
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
受
精
に
成
功

し
た
精
子
が
、
た
ま
た
ま
Ｙ
染
色
体
を
も
つ
精
子

だ
っ
た
場
合
に
は
、
男
性
に
な
る
と
い
う
具
合
で

あ
る
。

　
受
精
卵
か
ら
胎
児
へ
と
発
生
が
進
む
過
程
で
、

ヒ
ト
の
場
合
は
胎
生
期
の
だ
い
た
い
６
週
頃
ま
で

は
、
将
来
に
卵
巣
あ
る
い
は
精
巣
に
な
る
未
分
化

の
性
腺
は
、
見
た
目
に
も
そ
の
働
き
に
も
性
差
は

な
い
。
未
分
化
の
性
腺
は
、
女
胎
児
の
場
合
は
そ

の
ま
ま
発
達
し
て
基
本
型
（
デ
フ
ォ
ル
ト
）
の
卵

巣
に
な
る
が
、
男
胎
児
の
場
合
は
、Ｙ
染
色
体
上
に

あ
る
性
決
定
遺
伝
子
（
Ｓ
Ｒ
Ｙ（
注
））
の
発
現
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
い
く
つ
も
の
遺
伝
子
が
次
々

に
働
き
、未
分
化
の
性
腺
が
精
巣
に
な
る
。つ
ま
り
、

性
腺
の
基
本
型
は
卵
巣
で
、Ｓ
Ｒ
Ｙ
が
入
り
込
む

と
、
精
巣
に
な
る
の
で
あ
る
。

２
．
胎
児
期
の
性
ホ
ル
モ
ン
が
内
外
生
殖

器
の
性
差
を
も
た
ら
す

　
胎
児
期
の
精
巣
は
、
妊
娠
中
期
に
多
量
の
男
性

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
、
そ
の
後
、
妊
娠
後
期
、
出

生
期
か
ら
性
成
熟
前
に
か
け
て
は
、
そ
の
分
泌
は

一
旦
な
く
な
る
。
十
代
に
な
っ
て
性
成
熟
を
迎
え

た
男
子
が
声
変
わ
り
し
た
り
、
ヒ
ゲ
が
生
え
た
り
、

筋
肉
が
発
達
し
た
り
す
る
の
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン

の
働
き
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
胎
児
期
の
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
何
を
す
る

の
か
？
こ
の
時
期
の
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
、
男
性
の

身
体
的
特
徴
を
つ
く
り
だ
し
、
見
た
目
の
男
性
化

を
も
た
ら
す
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
前

の
外
性
器
の
原
基
は
、
も
と
も
と
男
女
同
型
で
あ

る
が
、
男
胎
児
の
場
合
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
作

用
に
よ
り
発
達
し
て
男
性
型
の
陰
茎
と
な
る
。
一

方
で
、
女
胎
児
で
は
原
基
は
そ
の
ま
ま
陰
核
と
な

る
。
身
体
の
中
を
み
る
と
、
や
は
り
胎
児
期
の
初

期
で
は
、
性
腺
以
外
の
生
殖
器
の
原
基
（
将
来
は

精
管
や
卵
管
な
ど
に
な
る
器
官
）
も
ま
た
、
男
女

同
型
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
内
部
生
殖
器
は
男
女
い

ず
れ
の
形
に
も
分
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
胎

児
で
は
、
胎
児
の
生
殖
腺
が
精
巣
へ
と
分
化
し
た

注
：sex determ

ining region Y

の
略
。
哺
乳

類
の
Ｙ
染
色
体
上
に
あ
り
、
胚
の
性
別
を

雄
に
決
定
す
る
遺
伝
子
。

　
か
た
ら
い
54
号
で
は
、「
生
物
学
的
な
面
か
ら
の
性
の
多

様
性
」
を
企
画
テ
ー
マ
と
し
て
、
二
人
の
研
究
者
の
方
か
ら

専
門
的
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
生
物
学
的
な
面
か
ら
の
性
の
多
様
性
」

後
、
胎
児
精
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
男
性
ホ
ル
モ
ン

が
、
ウ
ォ
ル
フ
管
と
呼
ば
れ
る
一
対
の
管
を
発
達

さ
せ
、
精
管
や
前
立
腺
な
ど
男
性
型
の
生
殖
器
が

形
成
さ
れ
る
。
精
巣
か
ら
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
ホ

ル
モ
ン
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
管
抑
制
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
管
（
女
性
型
の
内
部
生
殖
器

の
原
基
で
、
将
来
卵
管
な
ど
に
な
る
）
の
発
達
を

抑
制
し
、
男
性
型
の
内
部
生
殖
器
が
で
き
あ
が
る
。

一
方
で
、
女
胎
児
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
な
い
た
め
、
ウ
ォ
ル
フ
管
は
消
え
て

な
く
な
り
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
管
が
発
達
し
て
卵
管
や

子
宮
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、
女
性
型
の
内
部
生
殖
器

が
で
き
あ
が
る
。
こ
の
よ
う
に
、
胎
児
期
の
ホ
ル

モ
ン
の
違
い
が
、
将
来
に
わ
た
る
外
性
器
や
内
部

生
殖
器
の
性
を
決
定
す
る
重
要
な
因
子
と
な
る
。

３
．
性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
受
容
体
が
必
要

　
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
、
そ
の
受
容
体
（
ア
ン
ド
ロ

ゲ
ン
受
容
体
）
に
結
合
し
、
外
見
上
の
男
性
化
に

決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
分
か
る
事
例
を

紹
介
し
た
い
。
例
え
ば
、
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
受
容
体

を
つ
く
る
遺
伝
子
に
突
然
変
異
が
お
こ
る
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
ト
は
、
性
染
色
体
が
Ｘ
Ｙ

型
（
い
わ
ゆ
る
男
性
型
）
で
も
、
外
見
は
女
性
型

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
突
然
変
異
を
も
つ
ヒ
ト
は
、

ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
不
応
症
（
精
巣
性
女
性
化
症
候
群
、

Ｔ
Ｆ
Ｍ
）
と
呼
ば
れ
る
。Ｔ
Ｆ
Ｍ
の
ヒ
ト
は
、
遺
伝

子
型
が
Ｘ
Ｙ
型
な
の
で
精
巣
が
形
成
さ
れ
、
男
性

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
が
、
そ
の
受
容
体
の
機

能
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
内
外
生
殖
器
を
男
性

化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
男
性
で
も
、
少
量
の

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
お
り
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
受
容
体
が
あ
る
の
で
、
そ
の
結
果
、Ｔ
Ｆ
Ｍ
の

ヒ
ト
で
は
、
外
性
器
は
女
性
型
に
な
り
、
外
見
上

は
Ｘ
Ｘ
性
染
色
体
を
持
つ
女
性
と
区
別
が
つ
か
な

く
な
る
。Ｔ
Ｆ
Ｍ
の
ヒ
ト
は
不
妊
で
は
あ
る
が
、
女

性
と
し
て
の
人
生
を
送
る
こ
と
に
な
る
し
、Ｔ
Ｆ
Ｍ

で
あ
る
こ
と
が
人
間
の
価
値
や
尊
厳
に
何
ら
影
響

を
お
よ
ぼ
さ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

４
．
性
を
正
し
く
理
解
し
社
会
に
生
か
す

　
卵
巣
や
精
巣
に
代
表
さ
れ
る
生
殖
を
に
な
う
器

官
は
、
次
世
代
育
成
に
は
必
須
だ
が
、
実
は
そ
の

個
体
が
生
き
る
た
め
に
は
全
く
不
要
の
器
官
で
あ

る
。こ
の
こ
と
は
、イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
に
、

去
勢
手
術
を
施
し
て
も
、
な
ん
ら
問
題
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
誰
で
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

同
様
に
、
生
殖
に
関
わ
る
遺
伝
子
に
突
然
変
異
が

起
き
て
も
、
ヒ
ト
は
産
ま
れ
、
健
康
に
生
き
て
い

け
る
。
生
殖
機
能
は
そ
の
個
体
の
生
存
に
は
不
要

だ
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｔ
Ｆ
Ｍ
の
ヒ
ト
に
つ
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に
、

性
別
や
生
殖
に
関
わ
る
遺
伝
子
の
突
然
変
異
に
よ

る
特
徴
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
の
価
値
が

変
わ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
生
殖
に

特
化
し
た
性
差
に
よ
り
、
ヒ
ト
の
社
会
的
な
立
場

や
役
割
が
変
わ
る
の
は
、
科
学
的
に
も
腑
に
落
ち

な
い
。
多
く
の
生
物
は
、
生
殖
能
力
を
失
っ
た
後

も
ず
っ
と
生
き
延
び
る
と
い
う
こ
と
は
稀
だ
が
、

人
間
の
場
合
は
、
生
殖
能
力
が
失
わ
れ
て
も
な
お
、

ヒ
ト
と
し
て
の
価
値
を
発
揮
し
な
が
ら
、
知
的
な

能
力
を
駆
使
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
る
。そ
の
活
動
が
、性
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
り
、

言
動
や
人
生
の
あ
り
方
が
制
限
さ
れ
た
り
す
る
の

は
、
科
学
的
に
見
て
も
ナ
ン
セ
ン
ス
な
こ
と
で
あ

る
。「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
ヒ
ト
を
排
除
し
た
り
、
傷
つ
け
た

り
、
生
き
方
を
制
限
し
な
い
社
会
づ
く
り
が
重
要

な
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
性
差
医
学
の
よ
う
に
、
男
性
、
女
性

の
生
理
学
的
特
徴
に
配
慮
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
疾
患
の
治
療
な
ど
に
は
大
い
に
活
用
す
べ
き

概
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
性
ホ
ル
モ
ン
の
違

い
な
ど
、
性
別
に
よ
る
特
徴
を
科
学
的
に
捉
え
て
、

よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
さ

ら
に
、
女
性
特
有
の
月
経
周
期
に
配
慮
す
る
こ
と

も
、
職
場
で
の
働
き
や
す
さ
や
災
害
時
の
支
援
等

を
大
い
に
向
上
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
為
に
は
、

女
性
の
視
点
で
の
環
境
整
備
や
ル
ー
ル
作
り
が
大

い
に
役
立
つ
。
意
志
決
定
に
関
わ
る
女
性
の
登
用

が
重
要
な
の
は
、
そ
の
為
で
も
あ
る
。

５
．
性
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
？

　
　―

性
か
ら
み
る
多
様
性
の
重
要
性

　
一
般
的
に
、
同
種
の
生
物
の
雌
と
雄
個
体
の
両

性
に
よ
る
生
殖
を
「
有
性
生
殖
」
と
呼
ぶ
。
有
性

生
殖
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
無
性
生
殖
に
比
べ
て
は
る

か
に
複
雑
で
、
効
率
が
わ
る
い
。
哺
乳
類
の
場
合
、

雄
と
雌
個
体
が
出
会
い
、
受
精
、
妊
娠
、
分
娩
、

泌
乳
か
ら
な
る
生
殖
過
程
を
経
て
、
次
世
代
を
誕

生
・
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
、
細

胞
分
裂
や
出
芽
で
次
世
代
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
無
性
生
殖
と
比
べ
、
有
性
生
殖
は
一
見
不
利
な

生
殖
方
法
に
み
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
球
上
の
多
く
の
生
物
が
有
性
生
殖
で
子
孫
を
残

し
て
き
た
理
由
は
、
有
性
生
殖
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種

に
遺
伝
的
な
多
様
性
を
も
た
ら
す
こ
と
に
あ
る
。

父
親
と
母
親
の
両
性
か
ら
の
遺
伝
子
を
引
き
継
い

だ
子
世
代
は
、
い
ず
れ
の
親
と
も
異
な
る
遺
伝
情

報
に
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
形
質
を
有
す
る
個
体
と
な

る
。
多
様
な
形
質
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

変
化
に
適
応
で
き
る
能
力
を
も
つ
個
体
が
産
ま
れ

る
可
能
性
が
圧
倒
的
に
高
く
な
る
。
つ
ま
り
、
遺

伝
子
の
多
様
性
は
種
の
存
続
に
と
っ
て
大
き
な
原

動
力
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
に

お
け
る
人
材
の
多
様
性
が
、
社
会
の
活
性
化
の
原

動
力
と
な
る
こ
と
と
重
な
る
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
。

お
わ
り
に

　
今
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
対
す
る
社
会
の
関

心
は
高
ま
り
、
性
別
に
よ
ら
な
い
人
々
の
活
躍
が

社
会
の
活
性
化
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
の
考
え

が
常
識
に
な
っ
て
き
た
。
国
連
が
提
唱
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
が
目
標
の
ひ
と

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と

に
、
わ
が
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
先
進

国
の
中
で
最
も
大
き
く
、
女
性
や
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
人
々
の
活
躍
は
、
極
め
て
限
定
的
だ
。

最
近
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
々
が
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
の
も
「
見
え
る
化
」
さ
れ
て
き
た
し
、
人

口
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
女
性
の
活
躍
の
制
限
が

な
く
な
れ
ば
、
社
会
は
よ
り
活
性
化
さ
れ
る
に
違

い
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
性
に
よ
ら
ず
人
々
が

適
材
適
所
で
活
躍
す
る
こ
と
は
、
組
織
や
地
域
や

日
本
の
大
き
な
「
伸
び
し
ろ
」
な
の
で
あ
る
。

企画

エ
ス
ア
ー
ル
ワ
イ

つかむら ひろこ

束村　博子さん

 『たかがホルモン、されどホルモン
‒ 身体の性を決定し、人生まで変えるかもしれない不思議な物質、性ホルモン』

寄稿

名古屋大学副総長（男女共同参画・多様性担当）・大学院生命農学研究科教授。
名古屋大学において教育・研究を通じて人材育成に努める傍ら、総長補佐、男女共
同参画室長、同センター長を務め 2021 年度より副総長（男女共同参画・多様性担当）。
女性教員比率の増加、女性上位職の増加、女性トップリーダー育成、育児と仕事の
両立支援策、女子学生支援などに努め、大学、研究機関、自治体、企業等での男女
共同参画推進のための講演など多数。農学博士。専門は生殖科学・神経内分泌学。

「
生
物
学
的
な
面
か
ら
の
性
の
多
様
性
」
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は
じ
め
に

　性
に
関
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
語
る
な
ら
、
本
来

は
生
殖
の
司
令
塔
で
あ
る
脳
の
話
か
ら
始
ま

り
、
下
垂
体
か
ら
の
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
、
さ

ら
に
末
梢
の
性
腺
（
男
性
な
ら
精
巣
、
女
性
な

ら
卵
巣
）
か
ら
分
泌
さ
れ
る
性
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ

ル
モ
ン
（
性
ホ
ル
モ
ン
）
の
話
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
書
面
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
本
稿
で
は
性
ホ
ル
モ
ン
に
焦
点
を
絞
り
た

い
。
な
ぜ
な
ら
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
身
体
の
性
を

決
定
づ
け
、
人
々
の
人
生
ま
で
変
え
る
か
も
知

れ
な
い
か
ら
だ
。
女
性
で
は
主
に
卵
巣
か
ら
女

性
ホ
ル
モ
ン
が
、
男
性
で
は
精
巣
か
ら
男
性
ホ

ル
モ
ン
が
つ
く
ら
れ
、
血
液
中
に
分
泌
さ
れ
て

体
中
を
駆
け
め
ぐ
る
。
例
え
ば
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
は
乳
腺
を
発
達
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
の
で
女

性
ら
し
い
身
体
つ
き
を
つ
く
る
し
、
男
性
ホ
ル

モ
ン
は
筋
肉
を
増
強
さ
せ
る
働
き
な
ど
に
よ
り

男
性
ら
し
い
身
体
を
つ
く
る
。
本
稿
で
は
、
何

が
性
ホ
ル
モ
ン
の
性
差
を
も
た
ら
す
か
、
そ
し

て
性
ホ
ル
モ
ン
が
ど
の
よ
う
に
身
体
の
性
を
決

定
し
て
い
く
か
、
ま
た
最
後
に
そ
の
社
会
的
な

影
響
を
考
え
て
み
よ
う
。

１
．
性
差
の
出
発
点
は
性
染
色
体

　
ヒ
ト
を
含
め
全
て
の
哺
乳
類
の
性
は
、Ｘ
お
よ
び

Ｙ
染
色
体
の
２
種
類
の
性
染
色
体
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
性
に
関
わ
ら
な
い
染
色
体
は

常
染
色
体
と
よ
ば
れ
、
ヒ
ト
の
場
合
、
父
親
お
よ

び
母
親
由
来
の
22
対
（
計
44
本
）
の
常
染
色
体
が

あ
る
。
常
染
色
体
に
加
え
て
、
受
精
卵
の
性
染
色

体
が
Ｘ
Ｘ
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
女
性
に
、Ｘ
Ｙ
な
ら

男
性
に
な
る
。
次
世
代
の
誕
生
の
出
発
点
は
、
卵

子
と
精
子
の
受
精
に
あ
る
が
、
受
精
に
関
わ
る
配

偶
子
（
卵
子
や
精
子
）
は
、
減
数
分
裂
に
よ
っ
て

半
数
の
染
色
体
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、Ｘ

Ｘ
型
の
女
性
の
配
偶
子
で
あ
る
卵
子
の
性
染
色
体

は
Ｘ
の
み
で
あ
る
。
一
方
で
、Ｘ
Ｙ
型
の
男
性
で
つ

く
ら
れ
る
精
子
の
場
合
は
、
だ
い
た
い
２
分
の
１

の
確
立
で
Ｘ
あ
る
い
は
Ｙ
染
色
体
を
も
つ
精
子
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
、男
か
女
に
な
る
確
率
は
フ
ィ

フ
テ
ィ
ー
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
受
精
に
成
功

し
た
精
子
が
、
た
ま
た
ま
Ｙ
染
色
体
を
も
つ
精
子

だ
っ
た
場
合
に
は
、
男
性
に
な
る
と
い
う
具
合
で

あ
る
。

　
受
精
卵
か
ら
胎
児
へ
と
発
生
が
進
む
過
程
で
、

ヒ
ト
の
場
合
は
胎
生
期
の
だ
い
た
い
６
週
頃
ま
で

は
、
将
来
に
卵
巣
あ
る
い
は
精
巣
に
な
る
未
分
化

の
性
腺
は
、
見
た
目
に
も
そ
の
働
き
に
も
性
差
は

な
い
。
未
分
化
の
性
腺
は
、
女
胎
児
の
場
合
は
そ

の
ま
ま
発
達
し
て
基
本
型
（
デ
フ
ォ
ル
ト
）
の
卵

巣
に
な
る
が
、
男
胎
児
の
場
合
は
、Ｙ
染
色
体
上
に

あ
る
性
決
定
遺
伝
子
（
Ｓ
Ｒ
Ｙ（
注
））
の
発
現
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
い
く
つ
も
の
遺
伝
子
が
次
々

に
働
き
、未
分
化
の
性
腺
が
精
巣
に
な
る
。つ
ま
り
、

性
腺
の
基
本
型
は
卵
巣
で
、Ｓ
Ｒ
Ｙ
が
入
り
込
む

と
、
精
巣
に
な
る
の
で
あ
る
。

２
．
胎
児
期
の
性
ホ
ル
モ
ン
が
内
外
生
殖

器
の
性
差
を
も
た
ら
す

　
胎
児
期
の
精
巣
は
、
妊
娠
中
期
に
多
量
の
男
性

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
、
そ
の
後
、
妊
娠
後
期
、
出

生
期
か
ら
性
成
熟
前
に
か
け
て
は
、
そ
の
分
泌
は

一
旦
な
く
な
る
。
十
代
に
な
っ
て
性
成
熟
を
迎
え

た
男
子
が
声
変
わ
り
し
た
り
、
ヒ
ゲ
が
生
え
た
り
、

筋
肉
が
発
達
し
た
り
す
る
の
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン

の
働
き
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
胎
児
期
の
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
何
を
す
る

の
か
？
こ
の
時
期
の
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
、
男
性
の

身
体
的
特
徴
を
つ
く
り
だ
し
、
見
た
目
の
男
性
化

を
も
た
ら
す
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
前

の
外
性
器
の
原
基
は
、
も
と
も
と
男
女
同
型
で
あ

る
が
、
男
胎
児
の
場
合
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
作

用
に
よ
り
発
達
し
て
男
性
型
の
陰
茎
と
な
る
。
一

方
で
、
女
胎
児
で
は
原
基
は
そ
の
ま
ま
陰
核
と
な

る
。
身
体
の
中
を
み
る
と
、
や
は
り
胎
児
期
の
初

期
で
は
、
性
腺
以
外
の
生
殖
器
の
原
基
（
将
来
は

精
管
や
卵
管
な
ど
に
な
る
器
官
）
も
ま
た
、
男
女

同
型
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
内
部
生
殖
器
は
男
女
い

ず
れ
の
形
に
も
分
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
胎

児
で
は
、
胎
児
の
生
殖
腺
が
精
巣
へ
と
分
化
し
た

注
：sex determ

ining region Y

の
略
。
哺
乳

類
の
Ｙ
染
色
体
上
に
あ
り
、
胚
の
性
別
を

雄
に
決
定
す
る
遺
伝
子
。

　
か
た
ら
い
54
号
で
は
、「
生
物
学
的
な
面
か
ら
の
性
の
多

様
性
」
を
企
画
テ
ー
マ
と
し
て
、
二
人
の
研
究
者
の
方
か
ら

専
門
的
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
生
物
学
的
な
面
か
ら
の
性
の
多
様
性
」

後
、
胎
児
精
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
男
性
ホ
ル
モ
ン

が
、
ウ
ォ
ル
フ
管
と
呼
ば
れ
る
一
対
の
管
を
発
達

さ
せ
、
精
管
や
前
立
腺
な
ど
男
性
型
の
生
殖
器
が

形
成
さ
れ
る
。
精
巣
か
ら
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
ホ

ル
モ
ン
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
管
抑
制
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
管
（
女
性
型
の
内
部
生
殖
器

の
原
基
で
、
将
来
卵
管
な
ど
に
な
る
）
の
発
達
を

抑
制
し
、
男
性
型
の
内
部
生
殖
器
が
で
き
あ
が
る
。

一
方
で
、
女
胎
児
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
な
い
た
め
、
ウ
ォ
ル
フ
管
は
消
え
て

な
く
な
り
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
管
が
発
達
し
て
卵
管
や

子
宮
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、
女
性
型
の
内
部
生
殖
器

が
で
き
あ
が
る
。
こ
の
よ
う
に
、
胎
児
期
の
ホ
ル

モ
ン
の
違
い
が
、
将
来
に
わ
た
る
外
性
器
や
内
部

生
殖
器
の
性
を
決
定
す
る
重
要
な
因
子
と
な
る
。

３
．
性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
受
容
体
が
必
要

　
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
、
そ
の
受
容
体
（
ア
ン
ド
ロ

ゲ
ン
受
容
体
）
に
結
合
し
、
外
見
上
の
男
性
化
に

決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
分
か
る
事
例
を

紹
介
し
た
い
。
例
え
ば
、
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
受
容
体

を
つ
く
る
遺
伝
子
に
突
然
変
異
が
お
こ
る
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
ト
は
、
性
染
色
体
が
Ｘ
Ｙ

型
（
い
わ
ゆ
る
男
性
型
）
で
も
、
外
見
は
女
性
型

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
突
然
変
異
を
も
つ
ヒ
ト
は
、

ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
不
応
症
（
精
巣
性
女
性
化
症
候
群
、

Ｔ
Ｆ
Ｍ
）
と
呼
ば
れ
る
。Ｔ
Ｆ
Ｍ
の
ヒ
ト
は
、
遺
伝

子
型
が
Ｘ
Ｙ
型
な
の
で
精
巣
が
形
成
さ
れ
、
男
性

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
が
、
そ
の
受
容
体
の
機

能
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
内
外
生
殖
器
を
男
性

化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
男
性
で
も
、
少
量
の

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
お
り
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
受
容
体
が
あ
る
の
で
、
そ
の
結
果
、Ｔ
Ｆ
Ｍ
の

ヒ
ト
で
は
、
外
性
器
は
女
性
型
に
な
り
、
外
見
上

は
Ｘ
Ｘ
性
染
色
体
を
持
つ
女
性
と
区
別
が
つ
か
な

く
な
る
。Ｔ
Ｆ
Ｍ
の
ヒ
ト
は
不
妊
で
は
あ
る
が
、
女

性
と
し
て
の
人
生
を
送
る
こ
と
に
な
る
し
、Ｔ
Ｆ
Ｍ

で
あ
る
こ
と
が
人
間
の
価
値
や
尊
厳
に
何
ら
影
響

を
お
よ
ぼ
さ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

４
．
性
を
正
し
く
理
解
し
社
会
に
生
か
す

　
卵
巣
や
精
巣
に
代
表
さ
れ
る
生
殖
を
に
な
う
器

官
は
、
次
世
代
育
成
に
は
必
須
だ
が
、
実
は
そ
の

個
体
が
生
き
る
た
め
に
は
全
く
不
要
の
器
官
で
あ

る
。こ
の
こ
と
は
、イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
に
、

去
勢
手
術
を
施
し
て
も
、
な
ん
ら
問
題
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
誰
で
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

同
様
に
、
生
殖
に
関
わ
る
遺
伝
子
に
突
然
変
異
が

起
き
て
も
、
ヒ
ト
は
産
ま
れ
、
健
康
に
生
き
て
い

け
る
。
生
殖
機
能
は
そ
の
個
体
の
生
存
に
は
不
要

だ
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｔ
Ｆ
Ｍ
の
ヒ
ト
に
つ
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に
、

性
別
や
生
殖
に
関
わ
る
遺
伝
子
の
突
然
変
異
に
よ

る
特
徴
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
の
価
値
が

変
わ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
生
殖
に

特
化
し
た
性
差
に
よ
り
、
ヒ
ト
の
社
会
的
な
立
場

や
役
割
が
変
わ
る
の
は
、
科
学
的
に
も
腑
に
落
ち

な
い
。
多
く
の
生
物
は
、
生
殖
能
力
を
失
っ
た
後

も
ず
っ
と
生
き
延
び
る
と
い
う
こ
と
は
稀
だ
が
、

人
間
の
場
合
は
、
生
殖
能
力
が
失
わ
れ
て
も
な
お
、

ヒ
ト
と
し
て
の
価
値
を
発
揮
し
な
が
ら
、
知
的
な

能
力
を
駆
使
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
る
。そ
の
活
動
が
、性
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
り
、

言
動
や
人
生
の
あ
り
方
が
制
限
さ
れ
た
り
す
る
の

は
、
科
学
的
に
見
て
も
ナ
ン
セ
ン
ス
な
こ
と
で
あ

る
。「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
ヒ
ト
を
排
除
し
た
り
、
傷
つ
け
た

り
、
生
き
方
を
制
限
し
な
い
社
会
づ
く
り
が
重
要

な
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
性
差
医
学
の
よ
う
に
、
男
性
、
女
性

の
生
理
学
的
特
徴
に
配
慮
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
疾
患
の
治
療
な
ど
に
は
大
い
に
活
用
す
べ
き

概
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
性
ホ
ル
モ
ン
の
違

い
な
ど
、
性
別
に
よ
る
特
徴
を
科
学
的
に
捉
え
て
、

よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
さ

ら
に
、
女
性
特
有
の
月
経
周
期
に
配
慮
す
る
こ
と

も
、
職
場
で
の
働
き
や
す
さ
や
災
害
時
の
支
援
等

を
大
い
に
向
上
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
為
に
は
、

女
性
の
視
点
で
の
環
境
整
備
や
ル
ー
ル
作
り
が
大

い
に
役
立
つ
。
意
志
決
定
に
関
わ
る
女
性
の
登
用

が
重
要
な
の
は
、
そ
の
為
で
も
あ
る
。

５
．
性
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
？

　
　―

性
か
ら
み
る
多
様
性
の
重
要
性

　
一
般
的
に
、
同
種
の
生
物
の
雌
と
雄
個
体
の
両

性
に
よ
る
生
殖
を
「
有
性
生
殖
」
と
呼
ぶ
。
有
性

生
殖
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
無
性
生
殖
に
比
べ
て
は
る

か
に
複
雑
で
、
効
率
が
わ
る
い
。
哺
乳
類
の
場
合
、

雄
と
雌
個
体
が
出
会
い
、
受
精
、
妊
娠
、
分
娩
、

泌
乳
か
ら
な
る
生
殖
過
程
を
経
て
、
次
世
代
を
誕

生
・
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
、
細

胞
分
裂
や
出
芽
で
次
世
代
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
無
性
生
殖
と
比
べ
、
有
性
生
殖
は
一
見
不
利
な

生
殖
方
法
に
み
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
球
上
の
多
く
の
生
物
が
有
性
生
殖
で
子
孫
を
残

し
て
き
た
理
由
は
、
有
性
生
殖
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種

に
遺
伝
的
な
多
様
性
を
も
た
ら
す
こ
と
に
あ
る
。

父
親
と
母
親
の
両
性
か
ら
の
遺
伝
子
を
引
き
継
い

だ
子
世
代
は
、
い
ず
れ
の
親
と
も
異
な
る
遺
伝
情

報
に
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
形
質
を
有
す
る
個
体
と
な

る
。
多
様
な
形
質
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

変
化
に
適
応
で
き
る
能
力
を
も
つ
個
体
が
産
ま
れ

る
可
能
性
が
圧
倒
的
に
高
く
な
る
。
つ
ま
り
、
遺

伝
子
の
多
様
性
は
種
の
存
続
に
と
っ
て
大
き
な
原

動
力
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
に

お
け
る
人
材
の
多
様
性
が
、
社
会
の
活
性
化
の
原

動
力
と
な
る
こ
と
と
重
な
る
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
。

お
わ
り
に

　
今
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
対
す
る
社
会
の
関

心
は
高
ま
り
、
性
別
に
よ
ら
な
い
人
々
の
活
躍
が

社
会
の
活
性
化
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
の
考
え

が
常
識
に
な
っ
て
き
た
。
国
連
が
提
唱
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
が
目
標
の
ひ
と

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と

に
、
わ
が
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
先
進

国
の
中
で
最
も
大
き
く
、
女
性
や
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
人
々
の
活
躍
は
、
極
め
て
限
定
的
だ
。

最
近
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
々
が
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
の
も
「
見
え
る
化
」
さ
れ
て
き
た
し
、
人

口
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
女
性
の
活
躍
の
制
限
が

な
く
な
れ
ば
、
社
会
は
よ
り
活
性
化
さ
れ
る
に
違

い
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
性
に
よ
ら
ず
人
々
が

適
材
適
所
で
活
躍
す
る
こ
と
は
、
組
織
や
地
域
や

日
本
の
大
き
な
「
伸
び
し
ろ
」
な
の
で
あ
る
。

企画

エ
ス
ア
ー
ル
ワ
イ

つかむら ひろこ

束村　博子さん

 『たかがホルモン、されどホルモン
‒ 身体の性を決定し、人生まで変えるかもしれない不思議な物質、性ホルモン』

寄稿

名古屋大学副総長（男女共同参画・多様性担当）・大学院生命農学研究科教授。
名古屋大学において教育・研究を通じて人材育成に努める傍ら、総長補佐、男女共
同参画室長、同センター長を務め 2021 年度より副総長（男女共同参画・多様性担当）。
女性教員比率の増加、女性上位職の増加、女性トップリーダー育成、育児と仕事の
両立支援策、女子学生支援などに努め、大学、研究機関、自治体、企業等での男女
共同参画推進のための講演など多数。農学博士。専門は生殖科学・神経内分泌学。

「
生
物
学
的
な
面
か
ら
の
性
の
多
様
性
」
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は
じ
め
に

　私
は
生
命
科
学
分
野
の
科
学
者
と
し
て
、
動

物
の
雌
雄
の
決
ま
り
方
の
仕
組
み
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通
し
て
動
物
の
性
を

見
て
み
る
と
、
そ
の
あ
り
方
は
ま
さ
し
く
千
差

万
別
で
、
性
と
は
大
変
多
様
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
ヒ
ト
の
性
に
限
っ
て
は
、
大
変

固
定
的
な
捉
え
方
が
い
ま
だ
根
強
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
私
た
ち
ヒ
ト
の

典
型
的
な
生
物
学
的
性
の
決
ま
り
方
と
、
そ
れ

だ
け
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
多
様
な
側
面
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
．Ｙ
染
色
体
と
性
決
定
遺
伝
子

　
ま
ず
は
、
私
た
ち
の
性
の
、
典
型
的
な
決
ま
り

方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
私
た
ち
ヒ
ト
は
、

一
般
的
に
は
、細
胞
の
中
に
46
本
の
染
色
体
を
も
っ

て
い
ま
す
。
染
色
体
と
は
、
膨
大
な
量
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
き
れ
い
に
巻
き
取
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
遺
伝
子
の
配
列
を
含
む

全
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
き
れ
い
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

が
染
色
体
で
、
遺
伝
子
の
担
架
体
と
も
よ
ば
れ
ま

す
。
46
本
の
染
色
体
の
う
ち
、
男
女
で
組
み
合
わ

せ
が
異
な
る
染
色
体
が
２
本
あ
り
、
こ
れ
ら
を
性

染
色
体
と
よ
び
ま
す
。
ヒ
ト
を
含
む
哺
乳
類
は
２

種
類
の
性
染
色
体
を
も
ち
、
一
方
を
Ｘ
染
色
体
、

も
う
一
方
を
Ｙ
染
色
体
と
よ
び
ま
す
。
一
般
的
に
、

Ｘ
染
色
体
を
２
本
も
つ
Ｘ
Ｘ
だ
と
女
性
に
、Ｘ
と
Ｙ

染
色
体
を
１
本
ず
つ
も
つ
Ｘ
Ｙ
だ
と
男
性
に
な
る
、

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｘ
染
色
体
に
も
Ｙ
染
色
体

に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
遺
伝
子
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、Ｙ
染
色
体
に
は
男
性
を
決
め
る
遺
伝
子
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
伝
子
を
、Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子

と
よ
び
ま
す
。

　
諸
説
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
ヒ
ト
の
性
は
、

デ
フ
ォ
ル
ト
が
女
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
デ
フ
ォ
ル
ト
の
女
性
か
ら
男
性
を
作
り
出
す

必
要
が
あ
り
、
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
働
く
の
が

Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
最
初
に
ど

ち
ら
の
性
に
な
る
か
を
決
め
る
ス
イ
ッ
チ
と
な
る

遺
伝
子
の
こ
と
を
、
性
決
定
遺
伝
子
と
よ
び
ま
す
。

ヒ
ト
で
は
、
妊
娠
８
週
目
頃
の
胎
児
の
時
期
に
、

こ
の
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
働
い
て
、
性
が
決
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
時
期
の
胎
児
に
は
、
生
殖
腺
と
よ
ば

れ
る
将
来
卵
巣
あ
る
い
は
精
巣
に
な
る
元
の
器
官

が
発
生
し
て
き
ま
す
。
発
生
し
た
生
殖
腺
は
、
性

染
色
体
が
Ｘ
Ｘ
で
あ
ろ
う
と
Ｘ
Ｙ
で
あ
ろ
う
と
、

精
巣
あ
る
い
は
卵
巣
の
ど
ち
ら
に
も
な
れ
る
能
力

を
も
っ
て
い
ま
す
。
胎
児
が
Ｘ
Ｙ
の
場
合
は
Ｙ
染

色
体
を
も
つ
た
め
、
妊
娠
８
週
目
頃
に
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺

伝
子
が
働
き
、
生
殖
腺
を
精
巣
へ
と
発
生
さ
せ
ま

す
。一
方
、Ｘ
Ｘ
だ
と
Ｙ
染
色
体
を
も
た
な
い
た
め
、

Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
働
く
こ
と
な
く
卵
巣
が
発
生
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
性
は
、Ｙ

染
色
体
の
有
無
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
の
有
無

で
決
定
さ
れ
ま
す
。

２
．
性
決
定
の
多
様
性

　
ヒ
ト
を
含
む
哺
乳
類
の
性
決
定
遺
伝
子
は
Ｓ
Ｒ

Ｙ
遺
伝
子
で
す
が
、
こ
の
遺
伝
子
を
も
つ
の
は
哺

乳
類
（
厳
密
に
は
有
胎
盤
哺
乳
類
と
よ
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
）
だ
け
で
す
。
例
え
ば
同
じ
脊
椎
動
物
の

中
で
も
、
哺
乳
類
以
外
の
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺

伝
子
を
も
ち
ま
せ
ん
。
鳥
類
は
、Ｘ
、Ｙ
染
色
体
で

は
な
く
、Ｚ
、Ｗ
染
色
体
と
よ
ば
れ
る
別
の
タ
イ
プ

の
性
染
色
体
を
も
っ
て
い
て
、
全
く
異
な
る
別
の

遺
伝
子
で
性
を
決
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
魚
類
は
Ｘ
、Ｙ
染
色
体
を
も
つ
種
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
哺
乳
類
の
Ｘ
、Ｙ
染
色
体
と

は
異
な
る
染
色
体
で
あ
り
、
哺
乳
類
と
は
違
う
遺

伝
子
で
性
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
も

そ
も
遺
伝
子
で
は
な
く
、
周
り
の
環
境
で
性
を
決

め
る
動
物
も
い
ま
す
。
環
境
に
依
存
し
た
性
決
定

の
仕
組
み
を
も
つ
例
と
し
て
有
名
な
の
は
、
ワ
ニ

類
や
カ
メ
類
な
ど
の
爬
虫
類
で
す
。
卵
の
中
の
胚

が
成
長
す
る
あ
る
時
期
の
温
度
で
性
が
決
定
さ
れ
、

例
え
ば
高
温
だ
と
メ
ス
（
あ
る
い
は
オ
ス
）、
低
温

だ
と
オ
ス
（
あ
る
い
は
メ
ス
）
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
度
決
ま
っ
た
性
を
変
更
す
る
、
つ
ま

り
性
転
換
で
き
る
動
物
も
多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
魚
類
で
は
、
多
く
の
種
で
性
転
換
を
行
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
映
画
の
主
人
公
と
な
り
、

観
賞
魚
と
し
て
も
人
気
の
高
い
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ

は
集
団
で
生
活
を
し
ま
す
が
、
１
番
目
に
身
体
が

大
き
い
個
体
が
メ
ス
、
２
番
目
に
大
き
い
個
体
が

オ
ス
と
な
り
ま
す
。
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
は
、
基
本

的
に
最
初
は
全
て
オ
ス
に
な
る
の
で
、
３
番
目
以

降
の
個
体
は
オ
ス
な
の
で
す
が
、
性
的
に
未
成
熟

な
た
め
繁
殖
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
１

番
目
に
身
体
が
大
き
い
メ
ス
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
、
２
番
目
に
大
き
い
オ
ス
が
１
番
と
な
る

た
め
メ
ス
に
性
転
換
し
、
３
番
目
の
大
き
さ
の
個

体
が
オ
ス
と
し
て
成
熟
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

多
く
の
生
物
を
見
る
と
、
そ
の
性
の
決
ま
り
方
や

あ
り
方
は
、
本
当
に
多
様
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

３
．
新
し
い
性
の
捉
え
方

　
ヒ
ト
の
性
は
、Ｙ
染
色
体
（
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
）
の

有
無
で
決
ま
る
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
説
明
す
る
と
、
女
性
は
Ｘ
Ｘ
、
男
性
は
Ｘ
Ｙ
で

必
ず
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
断
定
的
に
理
解
さ
れ

る
場
合
が
非
常
に
多
い
で
す
。
確
か
に
私
た
ち
が

も
っ
て
い
る
生
物
学
的
な
仕
組
み
と
し
て
は
正
し

い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
こ
の
仕
組
み
に
当
て
は

ま
ら
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
、

性
染
色
体
を
多
く
も
つ
方
（
Ｘ
Ｘ
Ｙ
や
Ｘ
Ｘ
Ｘ
な

ど
）、
性
染
色
体
は
Ｘ
Ｘ
な
の
に
男
性
に
な
る
方
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
で
、Ｘ
Ｙ
な
の
に
女
性
に
な
る
方

な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
古
典
的
な
生
物
学
の
考
え
方
で
は
、Ｘ
Ｙ

の
男
性
と
Ｘ
Ｘ
の
女
性
を
二
項
対
立
的
に
捉
え
、

そ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
少
数
派
（
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
）
と
し
て
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
方
々
は
、
性
染
色
体
や
性
決
定
遺
伝

子
の
検
査
を
受
け
て
、
初
め
て
一
般
的
な
仕
組
み

に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
積
極
的
に
調
べ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
た
め
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
数
が
存
在

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
最
近
で
は
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
性
染
色
体
が
Ｘ

Ｘ
Ｙ
の
方
は
、
と
あ
る
報
告
で
は
５
百
〜
１
千
人

に
１
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
Ｘ
Ｘ
Ｙ
の

染
色
体
を
も
つ
方
の
60
〜
70
％
は
、
自
身
が
Ｘ
Ｘ

Ｙ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
は
、
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
最
近
の
研
究
の

動
向
と
し
て
、
ヒ
ト
を
男
性
、
女
性
の
２
タ
イ
プ

に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
男
女
は
つ
な
が
っ
た
連

続
的
な
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
が
こ
の
連
続

の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
の
だ
、
と
い
う
考
え
方
が

提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を「
性
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」

と
よ
び
、
性
染
色
体
や
遺
伝
子
の
状
態
だ
け
で
は

な
く
、
身
体
的
な
特
徴
や
脳
の
状
態
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
物
学
的
な
性
に
つ
い
て
も
当
て
は
め
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
．Ｙ
染
色
体
は
い
つ
か
消
え
る

　
ヒ
ト
の
Ｘ
染
色
体
と
Ｙ
染
色
体
は
、
両
者
の
大

き
さ
に
随
分
と
差
が
あ
り
ま
す
。Ｘ
染
色
体
は
比
較

的
大
き
な
染
色
体
な
の
で
す
が
、Ｙ
染
色
体
は
と
て

も
小
さ
い
染
色
体
で
す
。
現
在
は
、
大
き
さ
も
遺

伝
子
も
全
く
異
な
る
Ｘ
と
Ｙ
染
色
体
で
す
が
、
も

と
も
と
両
者
は
相
同
な
一
対
の
染
色
体
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
Ｘ
と
Ｙ
染
色

体
の
原
型
が
で
き
た
の
が
、
今
か
ら
お
よ
そ
１
億

７
千
万
年
前
頃
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
は

Ｘ
と
Ｙ
は
同
じ
染
色
体
で
し
た
。
し
か
し
、
哺
乳

類
の
進
化
の
過
程
で
Ｙ
染
色
体
に
有
害
な
配
列
が

蓄
積
し
て
し
ま
い
、
た
ま
た
ま
Ｙ
染
色
体
の
一
部

が
切
れ
て
な
く
な
る
と
い
う
現
象
が
起
き
ま
し
た
。

染
色
体
が
切
れ
て
な
く
な
る
と
、
そ
こ
に
存
在
し

て
い
た
遺
伝
子
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

Ｙ
染
色
体
の
場
合
は
有
害
な
配
列
が
除
去
さ
れ
る

た
め
、
遺
伝
子
を
失
っ
た
と
し
て
も
切
れ
た
方
が

有
利
で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
切
れ
て
遺
伝
子
を
失
う
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
、
現
在
の
Ｙ
染
色
体
は
遺
伝
子
の
数
が
と
て

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
遺
伝
子
の

数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
現
在
の

Ｘ
染
色
体
に
は
２
千
種
類
以
上
の
遺
伝
子
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、Ｙ
染
色
体
に
は
た
っ
た

の
50
種
類
程
度
し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、Ｙ
染
色
体
が
遺
伝
子
を
失
い
小
さ
く
な
っ
て
い

く
現
象
は
、
現
在
も
進
行
中
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
か
は
Ｙ
染
色
体
が
消
え
て
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　
長
い
進
化
の
時
間
で
Ｙ
染
色
体
が
だ
ん
だ
ん
と

小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
男
性
の
身
体
中
の
細

胞
で
、
実
際
に
Ｙ
染
色
体
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い

る
、
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。Ｘ
染
色
体
と
は
全

く
異
な
る
染
色
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
Ｙ
染
色
体

は
、
細
胞
が
分
裂
す
る
と
時
に
不
安
定
な
状
態
と

な
り
、
細
胞
か
ら
失
わ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
あ
る
研
究
報
告
で
は
、
70
代
男
性
の
血

液
の
細
胞
の
お
よ
そ
４
割
で
、Ｙ
染
色
体
が
消
失
し

て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
40
代
や

さ
ら
に
若
い
世
代
で
も
、Ｙ
染
色
体
の
消
失
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。Ｙ
染
色
体
の
有
無
で
細
胞
の
性
が

決
ま
る
と
定
義
づ
け
る
な
ら
、
男
性
は
年
齢
を
重

ね
る
と
男
性
の
細
胞
だ
け
で
な
く
女
性
の
細
胞
も

も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
．
科
学
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
Ｙ
染
色
体
が
完
全
に
消
え
て
し
ま
う
と
、Ｓ
Ｒ
Ｙ

遺
伝
子
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
将
来
的
に
男

性
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？
と
不
安
に

思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
が
研
究
し
て
い
る
ア
マ
ミ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
と
い
う

動
物
は
、
奄
美
大
島
に
生
息
す
る
日
本
の
固
有
種

で
す
が
、
す
で
に
Ｙ
染
色
体
と
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
を

失
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
で
は
Ｙ

染
色
体
や
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
な
く
て
も
、
生
殖
能

力
を
も
っ
た
オ
ス
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
私
の
研

究
か
ら
、Ｙ
染
色
体
が
ど
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う

の
か
、
ま
た
、Ｙ
染
色
体
や
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
な
く

て
も
オ
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
仕
組
み
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
生
物
は
そ
の
状
況
や
環
境
に
応

じ
て
進
化
し
、
必
ず
し
も
Ｙ
染
色
体
消
失
＝
男
性

消
滅
、
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
多
様
で
柔
軟
な
生
物
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、
性
の
あ
り
方
な
ん
て
何
で
も
ア
リ
。
私
た

ち
の
ヒ
ト
の
性
に
対
す
る
捉
え
方
が
、
い
か
に
堅

苦
し
く
固
定
観
念
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
か
、
研

究
を
通
し
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
自
然
環
境
が
豊

か
で
あ
る
ほ
ど
、
生
物
の
多
様
性
は
守
ら
れ
ま
す
。

多
様
で
あ
る
こ
と
は
、
豊
か
さ
の
証
拠
な
の
で
す
。

ヒ
ト
の
性
の
あ
り
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
多

様
性
が
守
ら
れ
、
当
た
り
前
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

社
会
こ
そ
、
真
に
豊
か
な
社
会
で
し
ょ
う
。

くろいわ あさと

黒岩　麻里さん

私たちの性を決める遺伝子寄稿

北海道大学大学院理学研究院教授。
生殖発生学を専門とし、動物の性がどのような仕組みで決定されるのか、について
研究している。北海道大学の総長補佐として広報を担当し、染色体学会の理事でも
ある。著書に「消えゆくY染色体と男たちの運命」（メディカル秀潤社）、「男の弱まり」
（ポプラ社）がある。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
男
女
の

在
り
方
が
、
今
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

て
い
る
。
生
物
学
や
遺
伝
子
学
の
最
先

端
で
は
何
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ

を
学
ば
ず
に
は
、
本
当
の
男
女
の
多
様

性
を
理
解
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　（
佐
藤
）

企
画
に
つ
い
て
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は
じ
め
に

　私
は
生
命
科
学
分
野
の
科
学
者
と
し
て
、
動

物
の
雌
雄
の
決
ま
り
方
の
仕
組
み
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通
し
て
動
物
の
性
を

見
て
み
る
と
、
そ
の
あ
り
方
は
ま
さ
し
く
千
差

万
別
で
、
性
と
は
大
変
多
様
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
ヒ
ト
の
性
に
限
っ
て
は
、
大
変

固
定
的
な
捉
え
方
が
い
ま
だ
根
強
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
私
た
ち
ヒ
ト
の

典
型
的
な
生
物
学
的
性
の
決
ま
り
方
と
、
そ
れ

だ
け
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
多
様
な
側
面
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
．Ｙ
染
色
体
と
性
決
定
遺
伝
子

　
ま
ず
は
、
私
た
ち
の
性
の
、
典
型
的
な
決
ま
り

方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
私
た
ち
ヒ
ト
は
、

一
般
的
に
は
、細
胞
の
中
に
46
本
の
染
色
体
を
も
っ

て
い
ま
す
。
染
色
体
と
は
、
膨
大
な
量
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
き
れ
い
に
巻
き
取
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
遺
伝
子
の
配
列
を
含
む

全
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
き
れ
い
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

が
染
色
体
で
、
遺
伝
子
の
担
架
体
と
も
よ
ば
れ
ま

す
。
46
本
の
染
色
体
の
う
ち
、
男
女
で
組
み
合
わ

せ
が
異
な
る
染
色
体
が
２
本
あ
り
、
こ
れ
ら
を
性

染
色
体
と
よ
び
ま
す
。
ヒ
ト
を
含
む
哺
乳
類
は
２

種
類
の
性
染
色
体
を
も
ち
、
一
方
を
Ｘ
染
色
体
、

も
う
一
方
を
Ｙ
染
色
体
と
よ
び
ま
す
。
一
般
的
に
、

Ｘ
染
色
体
を
２
本
も
つ
Ｘ
Ｘ
だ
と
女
性
に
、Ｘ
と
Ｙ

染
色
体
を
１
本
ず
つ
も
つ
Ｘ
Ｙ
だ
と
男
性
に
な
る
、

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｘ
染
色
体
に
も
Ｙ
染
色
体

に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
遺
伝
子
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、Ｙ
染
色
体
に
は
男
性
を
決
め
る
遺
伝
子
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
伝
子
を
、Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子

と
よ
び
ま
す
。

　
諸
説
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
ヒ
ト
の
性
は
、

デ
フ
ォ
ル
ト
が
女
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
デ
フ
ォ
ル
ト
の
女
性
か
ら
男
性
を
作
り
出
す

必
要
が
あ
り
、
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
働
く
の
が

Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
最
初
に
ど

ち
ら
の
性
に
な
る
か
を
決
め
る
ス
イ
ッ
チ
と
な
る

遺
伝
子
の
こ
と
を
、
性
決
定
遺
伝
子
と
よ
び
ま
す
。

ヒ
ト
で
は
、
妊
娠
８
週
目
頃
の
胎
児
の
時
期
に
、

こ
の
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
働
い
て
、
性
が
決
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
時
期
の
胎
児
に
は
、
生
殖
腺
と
よ
ば

れ
る
将
来
卵
巣
あ
る
い
は
精
巣
に
な
る
元
の
器
官

が
発
生
し
て
き
ま
す
。
発
生
し
た
生
殖
腺
は
、
性

染
色
体
が
Ｘ
Ｘ
で
あ
ろ
う
と
Ｘ
Ｙ
で
あ
ろ
う
と
、

精
巣
あ
る
い
は
卵
巣
の
ど
ち
ら
に
も
な
れ
る
能
力

を
も
っ
て
い
ま
す
。
胎
児
が
Ｘ
Ｙ
の
場
合
は
Ｙ
染

色
体
を
も
つ
た
め
、
妊
娠
８
週
目
頃
に
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺

伝
子
が
働
き
、
生
殖
腺
を
精
巣
へ
と
発
生
さ
せ
ま

す
。一
方
、Ｘ
Ｘ
だ
と
Ｙ
染
色
体
を
も
た
な
い
た
め
、

Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
働
く
こ
と
な
く
卵
巣
が
発
生
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
性
は
、Ｙ

染
色
体
の
有
無
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
の
有
無

で
決
定
さ
れ
ま
す
。

２
．
性
決
定
の
多
様
性

　
ヒ
ト
を
含
む
哺
乳
類
の
性
決
定
遺
伝
子
は
Ｓ
Ｒ

Ｙ
遺
伝
子
で
す
が
、
こ
の
遺
伝
子
を
も
つ
の
は
哺

乳
類
（
厳
密
に
は
有
胎
盤
哺
乳
類
と
よ
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
）
だ
け
で
す
。
例
え
ば
同
じ
脊
椎
動
物
の

中
で
も
、
哺
乳
類
以
外
の
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺

伝
子
を
も
ち
ま
せ
ん
。
鳥
類
は
、Ｘ
、Ｙ
染
色
体
で

は
な
く
、Ｚ
、Ｗ
染
色
体
と
よ
ば
れ
る
別
の
タ
イ
プ

の
性
染
色
体
を
も
っ
て
い
て
、
全
く
異
な
る
別
の

遺
伝
子
で
性
を
決
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
魚
類
は
Ｘ
、Ｙ
染
色
体
を
も
つ
種
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
哺
乳
類
の
Ｘ
、Ｙ
染
色
体
と

は
異
な
る
染
色
体
で
あ
り
、
哺
乳
類
と
は
違
う
遺

伝
子
で
性
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
も

そ
も
遺
伝
子
で
は
な
く
、
周
り
の
環
境
で
性
を
決

め
る
動
物
も
い
ま
す
。
環
境
に
依
存
し
た
性
決
定

の
仕
組
み
を
も
つ
例
と
し
て
有
名
な
の
は
、
ワ
ニ

類
や
カ
メ
類
な
ど
の
爬
虫
類
で
す
。
卵
の
中
の
胚

が
成
長
す
る
あ
る
時
期
の
温
度
で
性
が
決
定
さ
れ
、

例
え
ば
高
温
だ
と
メ
ス
（
あ
る
い
は
オ
ス
）、
低
温

だ
と
オ
ス
（
あ
る
い
は
メ
ス
）
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
度
決
ま
っ
た
性
を
変
更
す
る
、
つ
ま

り
性
転
換
で
き
る
動
物
も
多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
魚
類
で
は
、
多
く
の
種
で
性
転
換
を
行
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
映
画
の
主
人
公
と
な
り
、

観
賞
魚
と
し
て
も
人
気
の
高
い
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ

は
集
団
で
生
活
を
し
ま
す
が
、
１
番
目
に
身
体
が

大
き
い
個
体
が
メ
ス
、
２
番
目
に
大
き
い
個
体
が

オ
ス
と
な
り
ま
す
。
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
は
、
基
本

的
に
最
初
は
全
て
オ
ス
に
な
る
の
で
、
３
番
目
以

降
の
個
体
は
オ
ス
な
の
で
す
が
、
性
的
に
未
成
熟

な
た
め
繁
殖
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
１

番
目
に
身
体
が
大
き
い
メ
ス
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
、
２
番
目
に
大
き
い
オ
ス
が
１
番
と
な
る

た
め
メ
ス
に
性
転
換
し
、
３
番
目
の
大
き
さ
の
個

体
が
オ
ス
と
し
て
成
熟
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

多
く
の
生
物
を
見
る
と
、
そ
の
性
の
決
ま
り
方
や

あ
り
方
は
、
本
当
に
多
様
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

３
．
新
し
い
性
の
捉
え
方

　
ヒ
ト
の
性
は
、Ｙ
染
色
体
（
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
）
の

有
無
で
決
ま
る
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
説
明
す
る
と
、
女
性
は
Ｘ
Ｘ
、
男
性
は
Ｘ
Ｙ
で

必
ず
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
断
定
的
に
理
解
さ
れ

る
場
合
が
非
常
に
多
い
で
す
。
確
か
に
私
た
ち
が

も
っ
て
い
る
生
物
学
的
な
仕
組
み
と
し
て
は
正
し

い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
こ
の
仕
組
み
に
当
て
は

ま
ら
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
、

性
染
色
体
を
多
く
も
つ
方
（
Ｘ
Ｘ
Ｙ
や
Ｘ
Ｘ
Ｘ
な

ど
）、
性
染
色
体
は
Ｘ
Ｘ
な
の
に
男
性
に
な
る
方
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
で
、Ｘ
Ｙ
な
の
に
女
性
に
な
る
方

な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
古
典
的
な
生
物
学
の
考
え
方
で
は
、Ｘ
Ｙ

の
男
性
と
Ｘ
Ｘ
の
女
性
を
二
項
対
立
的
に
捉
え
、

そ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
少
数
派
（
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
）
と
し
て
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
方
々
は
、
性
染
色
体
や
性
決
定
遺
伝

子
の
検
査
を
受
け
て
、
初
め
て
一
般
的
な
仕
組
み

に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
積
極
的
に
調
べ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
た
め
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
数
が
存
在

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
最
近
で
は
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
性
染
色
体
が
Ｘ

Ｘ
Ｙ
の
方
は
、
と
あ
る
報
告
で
は
５
百
〜
１
千
人

に
１
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
Ｘ
Ｘ
Ｙ
の

染
色
体
を
も
つ
方
の
60
〜
70
％
は
、
自
身
が
Ｘ
Ｘ

Ｙ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
は
、
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
最
近
の
研
究
の

動
向
と
し
て
、
ヒ
ト
を
男
性
、
女
性
の
２
タ
イ
プ

に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
男
女
は
つ
な
が
っ
た
連

続
的
な
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
が
こ
の
連
続

の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
の
だ
、
と
い
う
考
え
方
が

提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を「
性
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」

と
よ
び
、
性
染
色
体
や
遺
伝
子
の
状
態
だ
け
で
は

な
く
、
身
体
的
な
特
徴
や
脳
の
状
態
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
物
学
的
な
性
に
つ
い
て
も
当
て
は
め
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
．Ｙ
染
色
体
は
い
つ
か
消
え
る

　
ヒ
ト
の
Ｘ
染
色
体
と
Ｙ
染
色
体
は
、
両
者
の
大

き
さ
に
随
分
と
差
が
あ
り
ま
す
。Ｘ
染
色
体
は
比
較

的
大
き
な
染
色
体
な
の
で
す
が
、Ｙ
染
色
体
は
と
て

も
小
さ
い
染
色
体
で
す
。
現
在
は
、
大
き
さ
も
遺

伝
子
も
全
く
異
な
る
Ｘ
と
Ｙ
染
色
体
で
す
が
、
も

と
も
と
両
者
は
相
同
な
一
対
の
染
色
体
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
Ｘ
と
Ｙ
染
色

体
の
原
型
が
で
き
た
の
が
、
今
か
ら
お
よ
そ
１
億

７
千
万
年
前
頃
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
は

Ｘ
と
Ｙ
は
同
じ
染
色
体
で
し
た
。
し
か
し
、
哺
乳

類
の
進
化
の
過
程
で
Ｙ
染
色
体
に
有
害
な
配
列
が

蓄
積
し
て
し
ま
い
、
た
ま
た
ま
Ｙ
染
色
体
の
一
部

が
切
れ
て
な
く
な
る
と
い
う
現
象
が
起
き
ま
し
た
。

染
色
体
が
切
れ
て
な
く
な
る
と
、
そ
こ
に
存
在
し

て
い
た
遺
伝
子
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

Ｙ
染
色
体
の
場
合
は
有
害
な
配
列
が
除
去
さ
れ
る

た
め
、
遺
伝
子
を
失
っ
た
と
し
て
も
切
れ
た
方
が

有
利
で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
切
れ
て
遺
伝
子
を
失
う
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
、
現
在
の
Ｙ
染
色
体
は
遺
伝
子
の
数
が
と
て

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
遺
伝
子
の

数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
現
在
の

Ｘ
染
色
体
に
は
２
千
種
類
以
上
の
遺
伝
子
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、Ｙ
染
色
体
に
は
た
っ
た

の
50
種
類
程
度
し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、Ｙ
染
色
体
が
遺
伝
子
を
失
い
小
さ
く
な
っ
て
い

く
現
象
は
、
現
在
も
進
行
中
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
か
は
Ｙ
染
色
体
が
消
え
て
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　
長
い
進
化
の
時
間
で
Ｙ
染
色
体
が
だ
ん
だ
ん
と

小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
男
性
の
身
体
中
の
細

胞
で
、
実
際
に
Ｙ
染
色
体
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い

る
、
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。Ｘ
染
色
体
と
は
全

く
異
な
る
染
色
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
Ｙ
染
色
体

は
、
細
胞
が
分
裂
す
る
と
時
に
不
安
定
な
状
態
と

な
り
、
細
胞
か
ら
失
わ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
あ
る
研
究
報
告
で
は
、
70
代
男
性
の
血

液
の
細
胞
の
お
よ
そ
４
割
で
、Ｙ
染
色
体
が
消
失
し

て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
40
代
や

さ
ら
に
若
い
世
代
で
も
、Ｙ
染
色
体
の
消
失
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。Ｙ
染
色
体
の
有
無
で
細
胞
の
性
が

決
ま
る
と
定
義
づ
け
る
な
ら
、
男
性
は
年
齢
を
重

ね
る
と
男
性
の
細
胞
だ
け
で
な
く
女
性
の
細
胞
も

も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
．
科
学
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
Ｙ
染
色
体
が
完
全
に
消
え
て
し
ま
う
と
、Ｓ
Ｒ
Ｙ

遺
伝
子
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
将
来
的
に
男

性
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？
と
不
安
に

思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
が
研
究
し
て
い
る
ア
マ
ミ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
と
い
う

動
物
は
、
奄
美
大
島
に
生
息
す
る
日
本
の
固
有
種

で
す
が
、
す
で
に
Ｙ
染
色
体
と
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
を

失
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
で
は
Ｙ

染
色
体
や
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
な
く
て
も
、
生
殖
能

力
を
も
っ
た
オ
ス
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
私
の
研

究
か
ら
、Ｙ
染
色
体
が
ど
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う

の
か
、
ま
た
、Ｙ
染
色
体
や
Ｓ
Ｒ
Ｙ
遺
伝
子
が
な
く

て
も
オ
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
仕
組
み
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
生
物
は
そ
の
状
況
や
環
境
に
応

じ
て
進
化
し
、
必
ず
し
も
Ｙ
染
色
体
消
失
＝
男
性

消
滅
、
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
多
様
で
柔
軟
な
生
物
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、
性
の
あ
り
方
な
ん
て
何
で
も
ア
リ
。
私
た

ち
の
ヒ
ト
の
性
に
対
す
る
捉
え
方
が
、
い
か
に
堅

苦
し
く
固
定
観
念
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
か
、
研

究
を
通
し
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
自
然
環
境
が
豊

か
で
あ
る
ほ
ど
、
生
物
の
多
様
性
は
守
ら
れ
ま
す
。

多
様
で
あ
る
こ
と
は
、
豊
か
さ
の
証
拠
な
の
で
す
。

ヒ
ト
の
性
の
あ
り
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
多

様
性
が
守
ら
れ
、
当
た
り
前
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

社
会
こ
そ
、
真
に
豊
か
な
社
会
で
し
ょ
う
。

くろいわ あさと

黒岩　麻里さん

私たちの性を決める遺伝子寄稿

北海道大学大学院理学研究院教授。
生殖発生学を専門とし、動物の性がどのような仕組みで決定されるのか、について
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ある。著書に「消えゆくY染色体と男たちの運命」（メディカル秀潤社）、「男の弱まり」
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
男
女
の

在
り
方
が
、
今
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

て
い
る
。
生
物
学
や
遺
伝
子
学
の
最
先

端
で
は
何
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ

を
学
ば
ず
に
は
、
本
当
の
男
女
の
多
様

性
を
理
解
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　（
佐
藤
）

企
画
に
つ
い
て
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◆
現
在
の
お
仕
事
等
に
つ
い
て

　今
現
在
は
、起
業
家
、個
人
事
業
主
の
方
向
け
に
、

働
き
方
・
売
上
を
変
え
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
毎
週
ゲ
ス
ト
を
お
呼
び
し
て
、「
ど
ん
ど

ん
夢
が
叶
う
メ
デ
ィ
カ
ツ
」
と
い
う
ラ
イ
ブ
番
組

を
二
〇
一
〇
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

◆
家
族
会
議
の
き
っ
か
け

　私
は
大
学
卒
業
後
に
父
親
の
印
刷
会
社
へ
就
職

し
て
、
し
ば
ら
く
は
印
刷
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
会
社
の
売
り
上
げ
が
ず
っ
と
落
ち
て
き
て
し

ま
い
、
倒
産
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
状
況

ま
で
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
十
年
近
く
続
け
て

き
た
動
画
配
信
・
ラ
イ
ブ
番
組
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
人

に
伝
え
る
こ
と
を
仕
事
と
し
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

み
で
の
コ
ン
サ
ル
業
へ
と
思
い
切
っ
て
業
態
変
更

し
、
今
に
至
り
ま
す
。

　会
社
の
業
績
が
悪
化
し
て
い
っ
た
時
に
、
妻
も

不
安
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
感
じ
て
い
ま
し
た
し
、

正
直
い
う
と
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
収
入
を
得
よ
う
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
す
が
、
妻
に
心
配
を
か
け
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
一
人
で
考
え
て
、
悩
み
を
抱
え

こ
ん
で
し
ま
う
状
況
が
続
く
と
、
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
て
も
ど
う
し
て
も
行
き
違
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
月
に
一
回
特
別
に
時
間
を
取
っ
て
、

夫
婦
二
人
の
家
族
会
議
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
ん

で
す
。

　自
営
業
な
の
で
、
日
頃
か
ら
夫
婦
で
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え

る
た
め
に
、
近
所
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
に

場
所
を
変
え
て
、
モ
ー
ニ
ン
グ
を
二
人
で
食
べ
た

後
に
、
現
時
点
で
の
子
育
て
、
親
の
こ
と
、
仕
事

に
つ
い
て
な
ど
、
お
互
い
の
今
の
状
況
を
全
部
報

告
し
あ
っ
て
、
そ
し
て
来
月
は
ど
う
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
、
応
援
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ

と
か
を
話
し
合
い
、
お
互
い
の
不
安
を
家
族
会
議

で
解
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　も
と
も
と
仲
が
良
い
夫
婦
だ
っ
た
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
話
を
ゆ
っ
く
り
聴
く
時
間
を
取
る
こ
と
で
、

お
互
い
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
、
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　仕
事
の
こ
と
で
心
配
か
け
な
い
よ
う
話
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
妻
の
話
を
聞
い
て
い
て

も
、
聞
い
て
い
る
だ
け
で
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
多
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。
目
を
合
わ
せ
て

話
す
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。

　毎
月
一
回
で
も
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
話
し
合

う
こ
と
で
、
自
分
が
で
き
て
な
い
部
分
も
全
て
話

す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
、
お

互
い
に
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
解
決
策
が
見
え

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
時
に
持
っ
て
い
る
夢
や
希
望
も
書
き
出
し

て
、
ど
れ
く
ら
い
実
現
し
た
か
。
や
り
残
し
た
こ

と
は
何
か
等
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
も
話
し

合
い
ま
し
た
。

◆
家
族
会
議
で
得
ら
れ
た
こ
と

　「自
分
に
と
っ
て
の
当
た
り
前
が
、
実
は
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
」
こ
と
が
あ
る
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　「場
所
を
変
え
る
」、「
食
事
と
は
別
に
す
る
」
こ

と
で
、
夫
婦
の
会
話
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
で
き

て
言
い
や
す
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。「
会
議
で
報

告
す
る
」
こ
と
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
応
援
の
形
に

な
り
お
互
い
に
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
で
す
。

　仕
事
の
内
容
を
妻
に
話
す
と
、
理
解
し
認
め
て

く
れ
て
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。「
な

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
視
点
も
あ
る
な
ぁ
」
と
、
そ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
仕
事
に
活
か
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
妻
が
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
販

売
を
し
て
い
ま
す
が
、「
誰
か
ら
買
う
か
が
大
事
だ

か
ら
、
顔
が
分
か
る
画
像
を
出
し
た
ほ
う
が
い
い

よ
」
等
、
自
分
の
経
験
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と

　一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
言
葉
に
し
な
い
と

伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
言
葉
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
言
葉
を
発
す
る
か
を

意
識
し
て
、
将
来
ど
う
し
た
い
か
の
言
葉
を
必
ず

入
れ
て
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　実
際
、
会
社
の
経
営
が
大
変
な
状
況
の
時
で
も
、

「
未
来
は
こ
う
な
る
よ
ね
」
と
必
ず
プ
ラ
ス
の
事
を

言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
時
で
も
、「
今
度
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
良
く

な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
ね
」
と
話
を
し
て
い
て
、

そ
れ
が
二
人
で
出
来
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
で
す
。

順
子
さ
ん
： 

元
々
は
心
配
性
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
そ
ん

な
時
は
夫
が
、「
な
ん
と
か
な
る
よ
」と
う
ま
く
フ
ォ

ロ
ー
し
て
く
れ
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
実
際
に

な
ん
と
か
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。

浩
幸
さ
ん
： 

私
の
方
は
楽
天
家
で
、
妻
は
石
橋
を

叩
い
て
も
渡
ら
な
い
タ
イ
プ
な
の
で
、
お
互
い
に

影
響
し
合
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
育
て

に
お
い
て
も
そ
う
で
す
ね
。 

自
分
が
持
っ
て
な
い

と
こ
ろ
を
妻
が
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
リ
ス
ペ

ク
ト
（
尊
敬
）
し
て
い
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と

言
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
伝
え

る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
大
事
な
の
で
、
相
手

を
認
め
、
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

言
葉
に
し
て
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

順
子
さ
ん
： 

お
互
い
の
意
見
が
合
わ
な
い
と
き
に

は
、大
抵
は
私
の
方
か
ら
夫
に
対
し
て
意
見
を
言
っ

て
、
夫
は
そ
れ
を
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、

私
は
ぶ
つ
か
っ
た
ら
す
ぐ
謝
る
の
が
良
い
と
こ
ろ

な
の
で
、
そ
こ
か
ら
ま
た
話
し
合
っ
た
り
、
相
手

の
考
え
を
確
認
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、

い
つ
ま
で
も
長
引
か
せ
た
り
は
し
な
い
で
す
ね
。

◆
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

　今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
、
自
由
に
使
え
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
朝
や

午
後
に
妻
と
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
し
て
い
ま

す
。業
績
が
大
変
だ
っ
た
頃
、精
神
的
に
し
ん
ど
く
、

一
時
期
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
と
き
が
あ
り
ま

し
た
が
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お
か
げ
か
体
調
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
妻
が
食
事
の
面
を
気
に
し
て
く
れ

た
こ
と
も
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　働
き
方
を
変
え
た
こ
と
で
、
仕
事
を
始
め
る
時

間
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る
し
、
妻
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
ま
す
し
、
ス
ト
レ
ス
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
空
い
た
時
間
で
野
川
ま
で
散
歩
す

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

地
元
の
素
晴
ら
し
さ
も
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
旅
行
先
で
仕
事
も
で
き
る
の
で
、
今
で
は
場

所
を
選
ば
ず
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

 

　ま
た
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
以
前
、
小
金
井
市
公
会
堂
で
テ
レ
ビ

番
組
の
収
録
が
あ
り
、
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

大
切
に
し
て
い
た
ブ
リ
キ
製
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
鑑
定

を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に

オ
モ
チ
ャ
の
博
物
館
の
北
原
照
彦
さ
ん
と
出
会
い
、

今
で
も
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
や
家
庭
の
こ
と
に
つ
い
て

　子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
な
ど
は
妻
が
中
心
で
、

私
は
「
褒
め
る
、
応
援
す
る
、
信
じ
る
」
と
い
う

三
つ
を
強
く
意
識
し
て
、
子
育
て
を
し
て
き
ま
し

た
。
楽
し
そ
う
に
生
き
て
、
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
、

元
気
で
や
り
た
い
事
を
生
き
生
き
と
や
っ
て
い
る

青
年
に
息
子
は
育
つ
、
と
強
く
信
じ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
褒

め
て
い
た
ん
で
す
。
時
に
は
、
き
ち
っ
と
し
て
い

る
妻
が
ち
ゃ
ん
と
息
子
に
注
意
を
し
て
く
れ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

そ
れ
は
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
バ
ラ

ン
ス
が
大
事
で
す
ね
。
今
息
子
は
二
十
二
歳
で
す

が
、
自
分
で
起
業
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　僕
は
昭
和
の
典
型
的
な
家
庭
で
育
っ
た
の
で
、

以
前
は
一
切
家
庭
の
こ
と
は
や
ら
な
く
て
仕
事
だ

け
で
し
た
。
子
ど
も
は
大
好
き
で
す
が
、
子
育
て

は
妻
任
せ
で
大
変
な
思
い
を
さ
せ
た
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
家
族
会
議
で
家
族
や
家
庭
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
聴
い
て
か
ら
、
家
事
の
一
部
を
分
担
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
親
に

介
護
が
必
要
な
こ
と
も
、
妻
か
ら
提
案
し
て
く
れ

て
、
親
と
同
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
時
期
を
お
互
い
に
経
験
し
て

い
る
の
で
、
仕
事
が
あ
っ
て
忙
し
い
こ
と
を
、
前

向
き
に
捉
え
て
お
互
い
が
得
意
な
こ
と
を
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　今
は
時
代
が
変
わ
り
ま
し
た
し
、
働
き
方
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。
お
互
い
が
協
力
し
て
い

く
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
若
い
世
代
に
む
け
て

浩
幸
さ
ん
： 

人
と
し
て
男
女
の
良
さ
を
お
互
い
が

認
め
て
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る
、
ま
た
伝
え
合
え
る

よ
う
な
関
係
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
思
っ
て
い
る

だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
言
葉
で
伝
え
る
の

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
可
能

性
を
限
定
し
な
い
で
、
可
能
性
を
信
じ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
。

順
子
さ
ん
： 「
好
き
な
生
き
方 

選
べ
る
社
会 

い
ろ

ん
な
色
で 

輝
い
て
」（
注
）
と
あ
り
ま
す
が
、「
輝
く
」

と
い
う
の
は
そ
の
人
な
ら
で
は
の
個
性
や
違
い
を

認
め
る
こ
と
で
す
。
認
め
合
う
先
に
「
平
等
」
が

あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
家
族
や
夫

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
得
意
で
好
き
で
す
が
、
私

自
身
も
輝
き
た
い
で
す
。
そ
れ
が
で
き
る
社
会
に

な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　　我
が
家
で
は
、
毎
年
元
旦
に
一
年
の
抱
負
と
し

て
、
ど
う
な
り
た
い
か
を
書
い
て
、
翌
年
ど
れ
く

ら
い
叶
っ
た
か
も
書
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
家

族
で
そ
う
い
っ
た
話
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

 

　将
来
の
夢
を
描
く
の
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
か

ら
、
言
葉
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

で

小
金
井

『
家
族
会
議
の
す
ゝ
め
』

水
越 

浩
幸
さ
ん
・
順
子
さ
ん

働
く

　
小
金
井
市
内
で
大
正
十
年
か
ら
続
く
印
刷
会
社
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
が
、
三
年
前
に
企
業
の
形
態
を
印
刷
業
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
に
大
き
く
転
換
し
、

現
在
は
働
き
方
の
提
案
等
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
、
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

　浩
幸
さ
ん
が 「
息
子
さ
ん
以
上
に
息

子
さ
ん
を
信
じ
て
い
る
」
の
と
同
じ
よ

う
に 「
順
子
さ
ん
以
上
に
順
子
さ
ん
を

信
じ
て
い
る
」
の
が
分
か
り
ま
し
た
。 

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、 

浩
幸
さ
ん
自
身

が 「
自
分
の
こ
と
を
揺
る
ぎ
な
く
信
じ

て
い
る
か
ら
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。 

あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（山
本
）

取
材
を
終
え
て

注
：
平
成
二
十
九
年
度
多
摩
３
市
男
女
共
同
参

画
推
進
共
同
研
究
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
。

ひ
ろ
ゆ
き

み
ず
こ
し

じ
ゅ
ん
こ
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◆
現
在
の
お
仕
事
等
に
つ
い
て

　今
現
在
は
、起
業
家
、個
人
事
業
主
の
方
向
け
に
、

働
き
方
・
売
上
を
変
え
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
毎
週
ゲ
ス
ト
を
お
呼
び
し
て
、「
ど
ん
ど

ん
夢
が
叶
う
メ
デ
ィ
カ
ツ
」
と
い
う
ラ
イ
ブ
番
組

を
二
〇
一
〇
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

◆
家
族
会
議
の
き
っ
か
け

　私
は
大
学
卒
業
後
に
父
親
の
印
刷
会
社
へ
就
職

し
て
、
し
ば
ら
く
は
印
刷
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
会
社
の
売
り
上
げ
が
ず
っ
と
落
ち
て
き
て
し

ま
い
、
倒
産
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
状
況

ま
で
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
十
年
近
く
続
け
て

き
た
動
画
配
信
・
ラ
イ
ブ
番
組
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
人

に
伝
え
る
こ
と
を
仕
事
と
し
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

み
で
の
コ
ン
サ
ル
業
へ
と
思
い
切
っ
て
業
態
変
更

し
、
今
に
至
り
ま
す
。

　会
社
の
業
績
が
悪
化
し
て
い
っ
た
時
に
、
妻
も

不
安
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
感
じ
て
い
ま
し
た
し
、

正
直
い
う
と
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
収
入
を
得
よ
う
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
す
が
、
妻
に
心
配
を
か
け
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
一
人
で
考
え
て
、
悩
み
を
抱
え

こ
ん
で
し
ま
う
状
況
が
続
く
と
、
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
て
も
ど
う
し
て
も
行
き
違
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
月
に
一
回
特
別
に
時
間
を
取
っ
て
、

夫
婦
二
人
の
家
族
会
議
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
ん

で
す
。

　自
営
業
な
の
で
、
日
頃
か
ら
夫
婦
で
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え

る
た
め
に
、
近
所
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
に

場
所
を
変
え
て
、
モ
ー
ニ
ン
グ
を
二
人
で
食
べ
た

後
に
、
現
時
点
で
の
子
育
て
、
親
の
こ
と
、
仕
事

に
つ
い
て
な
ど
、
お
互
い
の
今
の
状
況
を
全
部
報

告
し
あ
っ
て
、
そ
し
て
来
月
は
ど
う
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
、
応
援
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ

と
か
を
話
し
合
い
、
お
互
い
の
不
安
を
家
族
会
議

で
解
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　も
と
も
と
仲
が
良
い
夫
婦
だ
っ
た
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
話
を
ゆ
っ
く
り
聴
く
時
間
を
取
る
こ
と
で
、

お
互
い
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
、
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　仕
事
の
こ
と
で
心
配
か
け
な
い
よ
う
話
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
妻
の
話
を
聞
い
て
い
て

も
、
聞
い
て
い
る
だ
け
で
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
多
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。
目
を
合
わ
せ
て

話
す
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。

　毎
月
一
回
で
も
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
話
し
合

う
こ
と
で
、
自
分
が
で
き
て
な
い
部
分
も
全
て
話

す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
、
お

互
い
に
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
解
決
策
が
見
え

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
時
に
持
っ
て
い
る
夢
や
希
望
も
書
き
出
し

て
、
ど
れ
く
ら
い
実
現
し
た
か
。
や
り
残
し
た
こ

と
は
何
か
等
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
も
話
し

合
い
ま
し
た
。

◆
家
族
会
議
で
得
ら
れ
た
こ
と

　「自
分
に
と
っ
て
の
当
た
り
前
が
、
実
は
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
」
こ
と
が
あ
る
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　「場
所
を
変
え
る
」、「
食
事
と
は
別
に
す
る
」
こ

と
で
、
夫
婦
の
会
話
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
で
き

て
言
い
や
す
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。「
会
議
で
報

告
す
る
」
こ
と
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
応
援
の
形
に

な
り
お
互
い
に
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
で
す
。

　仕
事
の
内
容
を
妻
に
話
す
と
、
理
解
し
認
め
て

く
れ
て
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。「
な

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
視
点
も
あ
る
な
ぁ
」
と
、
そ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
仕
事
に
活
か
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
妻
が
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
販

売
を
し
て
い
ま
す
が
、「
誰
か
ら
買
う
か
が
大
事
だ

か
ら
、
顔
が
分
か
る
画
像
を
出
し
た
ほ
う
が
い
い

よ
」
等
、
自
分
の
経
験
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と

　一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
言
葉
に
し
な
い
と

伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
言
葉
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
言
葉
を
発
す
る
か
を

意
識
し
て
、
将
来
ど
う
し
た
い
か
の
言
葉
を
必
ず

入
れ
て
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　実
際
、
会
社
の
経
営
が
大
変
な
状
況
の
時
で
も
、

「
未
来
は
こ
う
な
る
よ
ね
」
と
必
ず
プ
ラ
ス
の
事
を

言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
時
で
も
、「
今
度
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
良
く

な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
ね
」
と
話
を
し
て
い
て
、

そ
れ
が
二
人
で
出
来
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
で
す
。

順
子
さ
ん
： 

元
々
は
心
配
性
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
そ
ん

な
時
は
夫
が
、「
な
ん
と
か
な
る
よ
」と
う
ま
く
フ
ォ

ロ
ー
し
て
く
れ
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
実
際
に

な
ん
と
か
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。

浩
幸
さ
ん
： 

私
の
方
は
楽
天
家
で
、
妻
は
石
橋
を

叩
い
て
も
渡
ら
な
い
タ
イ
プ
な
の
で
、
お
互
い
に

影
響
し
合
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
育
て

に
お
い
て
も
そ
う
で
す
ね
。 

自
分
が
持
っ
て
な
い

と
こ
ろ
を
妻
が
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
リ
ス
ペ

ク
ト
（
尊
敬
）
し
て
い
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と

言
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
伝
え

る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
大
事
な
の
で
、
相
手

を
認
め
、
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

言
葉
に
し
て
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

順
子
さ
ん
： 

お
互
い
の
意
見
が
合
わ
な
い
と
き
に

は
、大
抵
は
私
の
方
か
ら
夫
に
対
し
て
意
見
を
言
っ

て
、
夫
は
そ
れ
を
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、

私
は
ぶ
つ
か
っ
た
ら
す
ぐ
謝
る
の
が
良
い
と
こ
ろ

な
の
で
、
そ
こ
か
ら
ま
た
話
し
合
っ
た
り
、
相
手

の
考
え
を
確
認
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、

い
つ
ま
で
も
長
引
か
せ
た
り
は
し
な
い
で
す
ね
。

◆
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

　今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
、
自
由
に
使
え
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
朝
や

午
後
に
妻
と
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
し
て
い
ま

す
。業
績
が
大
変
だ
っ
た
頃
、精
神
的
に
し
ん
ど
く
、

一
時
期
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
と
き
が
あ
り
ま

し
た
が
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お
か
げ
か
体
調
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
妻
が
食
事
の
面
を
気
に
し
て
く
れ

た
こ
と
も
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　働
き
方
を
変
え
た
こ
と
で
、
仕
事
を
始
め
る
時

間
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る
し
、
妻
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
ま
す
し
、
ス
ト
レ
ス
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
空
い
た
時
間
で
野
川
ま
で
散
歩
す

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

地
元
の
素
晴
ら
し
さ
も
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
旅
行
先
で
仕
事
も
で
き
る
の
で
、
今
で
は
場

所
を
選
ば
ず
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

 

　ま
た
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
以
前
、
小
金
井
市
公
会
堂
で
テ
レ
ビ

番
組
の
収
録
が
あ
り
、
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

大
切
に
し
て
い
た
ブ
リ
キ
製
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
鑑
定

を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に

オ
モ
チ
ャ
の
博
物
館
の
北
原
照
彦
さ
ん
と
出
会
い
、

今
で
も
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
や
家
庭
の
こ
と
に
つ
い
て

　子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
な
ど
は
妻
が
中
心
で
、

私
は
「
褒
め
る
、
応
援
す
る
、
信
じ
る
」
と
い
う

三
つ
を
強
く
意
識
し
て
、
子
育
て
を
し
て
き
ま
し

た
。
楽
し
そ
う
に
生
き
て
、
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
、

元
気
で
や
り
た
い
事
を
生
き
生
き
と
や
っ
て
い
る

青
年
に
息
子
は
育
つ
、
と
強
く
信
じ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
褒

め
て
い
た
ん
で
す
。
時
に
は
、
き
ち
っ
と
し
て
い

る
妻
が
ち
ゃ
ん
と
息
子
に
注
意
を
し
て
く
れ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

そ
れ
は
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
バ
ラ

ン
ス
が
大
事
で
す
ね
。
今
息
子
は
二
十
二
歳
で
す

が
、
自
分
で
起
業
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　僕
は
昭
和
の
典
型
的
な
家
庭
で
育
っ
た
の
で
、

以
前
は
一
切
家
庭
の
こ
と
は
や
ら
な
く
て
仕
事
だ

け
で
し
た
。
子
ど
も
は
大
好
き
で
す
が
、
子
育
て

は
妻
任
せ
で
大
変
な
思
い
を
さ
せ
た
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
家
族
会
議
で
家
族
や
家
庭
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
聴
い
て
か
ら
、
家
事
の
一
部
を
分
担
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
親
に

介
護
が
必
要
な
こ
と
も
、
妻
か
ら
提
案
し
て
く
れ

て
、
親
と
同
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
時
期
を
お
互
い
に
経
験
し
て

い
る
の
で
、
仕
事
が
あ
っ
て
忙
し
い
こ
と
を
、
前

向
き
に
捉
え
て
お
互
い
が
得
意
な
こ
と
を
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　今
は
時
代
が
変
わ
り
ま
し
た
し
、
働
き
方
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。
お
互
い
が
協
力
し
て
い

く
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
若
い
世
代
に
む
け
て

浩
幸
さ
ん
： 

人
と
し
て
男
女
の
良
さ
を
お
互
い
が

認
め
て
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る
、
ま
た
伝
え
合
え
る

よ
う
な
関
係
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
思
っ
て
い
る

だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
言
葉
で
伝
え
る
の

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
可
能

性
を
限
定
し
な
い
で
、
可
能
性
を
信
じ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
。

順
子
さ
ん
： 「
好
き
な
生
き
方 

選
べ
る
社
会 

い
ろ

ん
な
色
で 

輝
い
て
」（
注
）
と
あ
り
ま
す
が
、「
輝
く
」

と
い
う
の
は
そ
の
人
な
ら
で
は
の
個
性
や
違
い
を

認
め
る
こ
と
で
す
。
認
め
合
う
先
に
「
平
等
」
が

あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
家
族
や
夫

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
得
意
で
好
き
で
す
が
、
私

自
身
も
輝
き
た
い
で
す
。
そ
れ
が
で
き
る
社
会
に

な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　　我
が
家
で
は
、
毎
年
元
旦
に
一
年
の
抱
負
と
し

て
、
ど
う
な
り
た
い
か
を
書
い
て
、
翌
年
ど
れ
く

ら
い
叶
っ
た
か
も
書
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
家

族
で
そ
う
い
っ
た
話
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

 

　将
来
の
夢
を
描
く
の
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
か

ら
、
言
葉
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

で

小
金
井

『
家
族
会
議
の
す
ゝ
め
』

水
越 

浩
幸
さ
ん
・
順
子
さ
ん

働
く

　
小
金
井
市
内
で
大
正
十
年
か
ら
続
く
印
刷
会
社
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
が
、
三
年
前
に
企
業
の
形
態
を
印
刷
業
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
に
大
き
く
転
換
し
、

現
在
は
働
き
方
の
提
案
等
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
、
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

　浩
幸
さ
ん
が 「
息
子
さ
ん
以
上
に
息

子
さ
ん
を
信
じ
て
い
る
」
の
と
同
じ
よ

う
に 「
順
子
さ
ん
以
上
に
順
子
さ
ん
を

信
じ
て
い
る
」
の
が
分
か
り
ま
し
た
。 

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、 

浩
幸
さ
ん
自
身

が 「
自
分
の
こ
と
を
揺
る
ぎ
な
く
信
じ

て
い
る
か
ら
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。 

あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（山
本
）

取
材
を
終
え
て

注
：
平
成
二
十
九
年
度
多
摩
３
市
男
女
共
同
参

画
推
進
共
同
研
究
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
。

ひ
ろ
ゆ
き

み
ず
こ
し

じ
ゅ
ん
こ



国
際
比
較

◆
来
日
さ
れ
た
経
緯
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　私
は
中
国
の
南
部
の
浙
江
省
の
出
身
で
す
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
等
が
好
き

で
、
日
本
語
学
科
の
あ
る
大
学
を
選
び
ま
し
た
。

地
元
中
国
で
日
本
語
教
師
に
な
る
た
め
、
大
学
卒

業
後
に
来
日
し
ま
し
た
。
来
日
後
は
日
本
語
学
校

を
経
て
、
東
京
学
芸
大
学
に
研
究
生
と
し
て
一
年

間
学
び
、
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
日
本
語

教
育
研
究
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

◆
今
の
目
標
は
な
ん
で
す
か
？

　中
国
で
は
大
学
入
試
の
外
国
語
科
目
と
し
て
日

本
語
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
て
、
日
本
語
教
師
と

し
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
進
学
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
た
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
来
日
後
に
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
の

子
ど
も
た
ち
や
国
際
結
婚
し
た
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
等
に
気
づ

き
、
日
本
語
を
教
え
る
意
義
や
日
本
語
教
育
の
役

割
は
、
テ
ス
ト
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
日
本
語
教
師
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
、

文
化
の
多
様
化
、
共
生
社
会
と
い
う
視
点
か
ら
、

国
の
違
い
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
考
え
方

を
持
た
ず
に
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
小
さ
い
頃
は
ど
ん
な
お
子
さ
ん
で
し
た

か
？

　私
は
郊
外
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
父
が
会
社
の

経
営
を
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
市
街
地
へ

移
り
住
み
ま
し
た
。
当
時
の
中
国
で
は
一
人
っ
子

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
状
況
が
異
な
り
、
私
の
住
ん
で
い
た

浙
江
省
で
は
、
第
一
子
が
女
の
子
だ
と
第
二
子
も

生
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、私
に
は
妹
が
い
ま
す
。

母
は
会
計
士
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
妹
が
生
ま
れ

て
仕
事
を
辞
め
、家
庭
主
婦
（
専
業
主
婦
）
で
す
。

　父
母
の
性
格
は
正
反
対
で
す
。
母
は
と
て
も
よ

く
褒
め
て
く
れ
て
、
私
が
料
理
台
に
ま
だ
背
が
届

か
な
か
っ
た
頃
、
踏
み
台
を
使
っ
て
料
理
の
手
伝

い
を
し
た
こ
と
を
と
て
も
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
父
か
ら
は
厳
し
く
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

転
ん
で
も
自
分
で
立
ち
上
が
っ
て
、
自
分
で
考
え

て
か
ら
決
め
て
い
く
と
い
う
教
育
を
受
け
ま
し

た
。
父
は
褒
め
る
こ
と
で
、
私
が
現
状
に
満
足
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
思
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　厳
し
い
父
で
す
が
、
料
理
が
得
意
で
来
客
の
時

は
、
い
つ
も
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
も
て
な
し

て
い
ま
し
た
。
私
が
帰
国
す
る
と
き
の
最
初
の
夕

飯
は
い
つ
も
父
が
腕
を
振
る
っ
て
く
れ
ま
す
。
父

の
料
理
は
と
て
も
楽
し
み
で
、と
て
も
貴
重
で
す
。

◆
日
本
語
教
師
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
ご

両
親
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

　大
学
進
学
を
考
え
る
前
に
、
料
理
人
に
な
り
た

い
と
父
に
相
談
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
時
に
「
ま
だ
若
い
か
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
慎
重
に

考
え
て
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

中
国
は
学
歴
社
会
で
、専
門
学
校
卒
業
の
場
合
は
、

大
学
卒
業
よ
り
も
、
卒
業
後
の
選
択
肢
が
非
常
に

狭
い
た
め
、
少
な
く
と
も
大
学
の
学
位
は
と
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
考
え
、
大
学
へ
進
学
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　私
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
行
動
や
選
択
を
す
る
前

に
こ
れ
を
選
ん
だ
場
合
は
、
ど
う
い
う
結
果
に
な

る
か
等
に
つ
い
て
考
え
て
か
ら
物
事
を
決
め
る
性

格
で
す
。
で
す
か
ら
留
学
の
こ
と
も
、
自
分
で
決

断
し
た
後
に
、
相
談
で
は
な
く
報
告
と
い
う
形
で

両
親
に
伝
え
ま
し
た
。
父
は
子
ど
も
が
遠
く
に
行

く
の
を
心
配
し
、
何
回
も
「
行
か
な
い
方
が
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

私
が
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
簡
単
に
は
変
え
な
い

性
格
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
自
由
に
し
た
い
こ

と
を
出
来
る
よ
う
応
援
し
て
く
れ
て
、
経
済
的
な

援
助
も
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
は
？

　気
付
か
な
い
う
ち
に
「
あ
の
人
は
日
本
人
な
の

で
こ
う
接
し
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
相

手
の
文
化
、社
会
や
慣
習
等
を
気
に
し
て
し
ま
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
強
く
影
響
が
出
て
し
ま

う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
や
文
化
を
優
先
し
て

し
ま
う
と
、
相
手
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
捉
え
て

し
ま
う
の
で
、
相
手
が
個
人
と
し
て
ど
う
い
う
人

な
の
か
、
し
っ
か
り
見
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
外
国
人
が
日
本
人
に
褒
め
ら
れ
た
際
、

日
本
文
化
に
従
い
、
謙
遜
し
た
返
事
を
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
日
本
語
に
お
い
て
、
否
定
的
な

答
え
方
は
返
答
全
体
の
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
研
究
の
結
果
分
か
り
ま
し
た
。
で
す

の
で
、
褒
め
ら
れ
た
時
は
そ
の
場
の
状
況
や
人
間

関
係
に
よ
っ
て
、
素
直
に
心
を
表
し
、
喜
ん
で
受

け
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
日
本
と
中
国
の
教
育
の
違
い
は
あ
り
ま

す
か
？

　中
国
の
学
校
教
育
の
方
が
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、

中
国
の
小
学
一
年
生
の
内
容
は
、
日
本
で
の
小
学

四
年
生
く
ら
い
の
学
習
内
容
で
す
。
中
国
で
は
、

部
活
や
サ
ー
ク
ル
は
無
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
強

す
る
こ
と
が
普
通
で
す
。
そ
の
た
め
自
分
の
将
来

の
こ
と
や
、
趣
味
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
考

え
る
時
間
が
と
て
も
少
な
く
て
、
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
は
中
国
で
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　日
本
で
は
、
そ
の
仕
事
が
い
い
か
ど
う
か
と
い

う
評
価
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
人
が
自
立

し
て
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
り
な
が
ら
生
き
て

い
け
る
、
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
中
国
と
日
本
の
家
族
の
様
子
に
違
い
は

あ
り
ま
す
か
？

　中
国
の
友
人
の
場
合
は
、
家
事
は
分
担
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

家
事
を
分
担
す
る
と
い
う
の
が
主
流
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
家
事
を
し
な
い
と
、
苦
労
を
知
ら
な
い

で
し
ょ
？
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

◆
日
本
で
女
性
が
不
利
だ
と
感
じ
た
こ
と

は
？

　日
本
で
は
ど
ち
ら
か
が
専
業
主
婦
（
夫
）
に
な

る
場
合
、
女
性
が
専
業
主
婦
に
な
っ
て
子
育
て
を

す
る
の
が
多
く
、
男
性
が
仕
事
を
辞
め
て
子
育
て

を
す
る
の
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
、

そ
れ
は
不
公
平
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
、
女
性
が
産
休
育
休
を
取
っ
て
仕
事
を
休

ん
だ
後
に
、
再
び
同
じ
職
場
に
復
帰
す
る
の
が
難

し
い
と
も
聞
き
ま
し
た
。

　中
国
で
は
子
育
て
は
家
族
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
な
の
で
、
出
産
す
る
際
に
男
性
が
休
み
を
取
る

と
き
周
囲
の
人
た
ち
は
み
ん
な
、「
お
め
で
と
う
」

と
祝
福
す
る
気
持
ち
で
い
ま
す
。
男
性
も
子
育
て

に
か
か
わ
る
期
間
が
長
い
で
す
。

　あ
と
、
男
性
で
あ
れ
ば
何
も
言
わ
れ
な
い
こ
と

で
も
、
女
性
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
男
性
が
仕
事
中
心
で
ま
だ
結
婚
し

た
く
な
い
と
言
え
ば
、「
頑
張
っ
て
い
る
」
と
評
価

さ
れ
る
よ
う
な
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
女
性
の
場

合
だ
と
、「
仕
事
の
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
家
族
の

こ
と
も
考
え
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
り
す
る
の
で
、

社
会
的
に
男
性
の
方
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は

不
公
平
だ
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

◆
小
金
井
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　小
金
井
国
際
交
流
サ
ロ
ン
の
安
部
先
生
の
お
か

　
昨
年
度
の
第
８
回
小
金
井
市
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
、「
あ
り
が
と
う
、
第
二
の
故
郷
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
小
金
井
市
の
こ
と
を
話
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
語
学
校
、
中
国
語
学

校
等
で
教
員
を
さ
れ
て
い
る
丁
怡
然
さ
ん
に
、
中
国
と
日
本
の
違
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

げ
で
小
金
井
市
の
小
学
校
や
、
国
分
寺
市
の
小
・

中
学
校
を
訪
問
し
て
、
中
国
文
化
を
紹
介
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
市
内
の
阿
波
踊
り
の
連
（
注
）

に
も
入
り
ま
し
た
。途
中
で
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、

練
習
に
参
加
で
き
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
し
た
が
、
連
の
み
な
さ
ん
が
優
し
く
、
色
々

と
教
え
て
い
た
だ
い
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
小
金
井
市
の
生
活
日
本
語
教
室
に
も

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
見
学
を
し
て
、
先
生
た
ち
が
学

生
を
熱
心
に
教
え
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　来
日
す
る
前
に
見
て
い
た
教
科
書
で
は
、
引
っ

越
し
を
し
た
ら
お
隣
に
挨
拶
を
す
る
と
い
う
内
容

が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
住
ん
で
い
る
場
所
で

は
、
そ
う
い
う
こ
と
も
な
く
隣
に
ど
ん
な
人
が
住

ん
で
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
小
金
井

市
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
隣
に
住
ん
で
い
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
お
裾
分
け
を
い
た
だ
い
た
り
と
人

情
が
厚
く
温
か
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

あ
と
、
小
金
井
は
野
菜
が
美
味
し
い
で
す
ね
。

◆
留
学
生
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す

　外
国
人
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
小
金
井
市

の
市
民
と
し
て
、
小
金
井
市
の
良
い
と
こ
ろ
も
そ

う
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
自
分
で
感
じ
て
ほ
し
い
で

す
。
日
本
人
だ
か
ら
と
か
外
国
人
だ
か
ら
と
か
い

う
先
入
観
は
ま
ず
は
一
旦
置
い
て
お
い
て
、
一
人

ひ
と
り
と
接
し
て
い
く
中
で
、
相
手
は
こ
う
い
う

人
か
な
、
と
自
分
の
感
覚
で
相
手
を
認
識
し
て
い

く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。
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　流
暢
で
丁
寧
な
日
本
語
を
話
す
丁
さ

ん
。
日
本
人
と
か
中
国
人
と
か
の
先
入

観
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一

人
そ
の
人
自
身
を
自
分
で
感
じ
、
よ
り

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い

と
い
う
想
い
が
印
象
的
で
し
た
。（

秀
澤
）

取
材
を
終
え
て

注
：
阿
波
踊
り
を
踊
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。

毎
年
七
月
に
開
催
さ
れ
る
小
金
井
阿
波
お
ど

り
大
会
で
は
、
約
二
十
も
の
市
内
連
が
参
加

し
て
い
る
。
大
会
終
盤
に
は
、
市
内
連
が
集

ま
り
一
斉
に
踊
り
だ
す
、
圧
巻
の
総
踊
り
が

披
露
さ
れ
る
。
見
る
だ
け
で
な
く
、
踊
り
手
・

鳴
り
物
と
し
て
参
加
す
る
の
も
、
小
金
井
阿

波
お
ど
り
大
会
の
楽
し
み
方
の
一つ
で
す
。

『
第
二
の
故
郷
』
丁   

怡
然 

さ
ん

ち
ょ
う

い
ぜ
ん



国
際
比
較

◆
来
日
さ
れ
た
経
緯
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　私
は
中
国
の
南
部
の
浙
江
省
の
出
身
で
す
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
等
が
好
き

で
、
日
本
語
学
科
の
あ
る
大
学
を
選
び
ま
し
た
。

地
元
中
国
で
日
本
語
教
師
に
な
る
た
め
、
大
学
卒

業
後
に
来
日
し
ま
し
た
。
来
日
後
は
日
本
語
学
校

を
経
て
、
東
京
学
芸
大
学
に
研
究
生
と
し
て
一
年

間
学
び
、
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
日
本
語

教
育
研
究
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

◆
今
の
目
標
は
な
ん
で
す
か
？

　中
国
で
は
大
学
入
試
の
外
国
語
科
目
と
し
て
日

本
語
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
て
、
日
本
語
教
師
と

し
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
進
学
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
た
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
来
日
後
に
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
の

子
ど
も
た
ち
や
国
際
結
婚
し
た
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
等
に
気
づ

き
、
日
本
語
を
教
え
る
意
義
や
日
本
語
教
育
の
役

割
は
、
テ
ス
ト
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
日
本
語
教
師
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
、

文
化
の
多
様
化
、
共
生
社
会
と
い
う
視
点
か
ら
、

国
の
違
い
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
考
え
方

を
持
た
ず
に
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
小
さ
い
頃
は
ど
ん
な
お
子
さ
ん
で
し
た

か
？

　私
は
郊
外
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
父
が
会
社
の

経
営
を
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
市
街
地
へ

移
り
住
み
ま
し
た
。
当
時
の
中
国
で
は
一
人
っ
子

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
状
況
が
異
な
り
、
私
の
住
ん
で
い
た

浙
江
省
で
は
、
第
一
子
が
女
の
子
だ
と
第
二
子
も

生
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、私
に
は
妹
が
い
ま
す
。

母
は
会
計
士
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
妹
が
生
ま
れ

て
仕
事
を
辞
め
、家
庭
主
婦
（
専
業
主
婦
）
で
す
。

　父
母
の
性
格
は
正
反
対
で
す
。
母
は
と
て
も
よ

く
褒
め
て
く
れ
て
、
私
が
料
理
台
に
ま
だ
背
が
届

か
な
か
っ
た
頃
、
踏
み
台
を
使
っ
て
料
理
の
手
伝

い
を
し
た
こ
と
を
と
て
も
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
父
か
ら
は
厳
し
く
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

転
ん
で
も
自
分
で
立
ち
上
が
っ
て
、
自
分
で
考
え

て
か
ら
決
め
て
い
く
と
い
う
教
育
を
受
け
ま
し

た
。
父
は
褒
め
る
こ
と
で
、
私
が
現
状
に
満
足
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
思
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　厳
し
い
父
で
す
が
、
料
理
が
得
意
で
来
客
の
時

は
、
い
つ
も
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
も
て
な
し

て
い
ま
し
た
。
私
が
帰
国
す
る
と
き
の
最
初
の
夕

飯
は
い
つ
も
父
が
腕
を
振
る
っ
て
く
れ
ま
す
。
父

の
料
理
は
と
て
も
楽
し
み
で
、と
て
も
貴
重
で
す
。

◆
日
本
語
教
師
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
ご

両
親
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

　大
学
進
学
を
考
え
る
前
に
、
料
理
人
に
な
り
た

い
と
父
に
相
談
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
時
に
「
ま
だ
若
い
か
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
慎
重
に

考
え
て
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

中
国
は
学
歴
社
会
で
、専
門
学
校
卒
業
の
場
合
は
、

大
学
卒
業
よ
り
も
、
卒
業
後
の
選
択
肢
が
非
常
に

狭
い
た
め
、
少
な
く
と
も
大
学
の
学
位
は
と
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
考
え
、
大
学
へ
進
学
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　私
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
行
動
や
選
択
を
す
る
前

に
こ
れ
を
選
ん
だ
場
合
は
、
ど
う
い
う
結
果
に
な

る
か
等
に
つ
い
て
考
え
て
か
ら
物
事
を
決
め
る
性

格
で
す
。
で
す
か
ら
留
学
の
こ
と
も
、
自
分
で
決

断
し
た
後
に
、
相
談
で
は
な
く
報
告
と
い
う
形
で

両
親
に
伝
え
ま
し
た
。
父
は
子
ど
も
が
遠
く
に
行

く
の
を
心
配
し
、
何
回
も
「
行
か
な
い
方
が
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

私
が
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
簡
単
に
は
変
え
な
い

性
格
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
自
由
に
し
た
い
こ

と
を
出
来
る
よ
う
応
援
し
て
く
れ
て
、
経
済
的
な

援
助
も
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
は
？

　気
付
か
な
い
う
ち
に
「
あ
の
人
は
日
本
人
な
の

で
こ
う
接
し
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
相

手
の
文
化
、社
会
や
慣
習
等
を
気
に
し
て
し
ま
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
強
く
影
響
が
出
て
し
ま

う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
や
文
化
を
優
先
し
て

し
ま
う
と
、
相
手
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
捉
え
て

し
ま
う
の
で
、
相
手
が
個
人
と
し
て
ど
う
い
う
人

な
の
か
、
し
っ
か
り
見
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
外
国
人
が
日
本
人
に
褒
め
ら
れ
た
際
、

日
本
文
化
に
従
い
、
謙
遜
し
た
返
事
を
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
日
本
語
に
お
い
て
、
否
定
的
な

答
え
方
は
返
答
全
体
の
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
研
究
の
結
果
分
か
り
ま
し
た
。
で
す

の
で
、
褒
め
ら
れ
た
時
は
そ
の
場
の
状
況
や
人
間

関
係
に
よ
っ
て
、
素
直
に
心
を
表
し
、
喜
ん
で
受

け
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
日
本
と
中
国
の
教
育
の
違
い
は
あ
り
ま

す
か
？

　中
国
の
学
校
教
育
の
方
が
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、

中
国
の
小
学
一
年
生
の
内
容
は
、
日
本
で
の
小
学

四
年
生
く
ら
い
の
学
習
内
容
で
す
。
中
国
で
は
、

部
活
や
サ
ー
ク
ル
は
無
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
強

す
る
こ
と
が
普
通
で
す
。
そ
の
た
め
自
分
の
将
来

の
こ
と
や
、
趣
味
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
考

え
る
時
間
が
と
て
も
少
な
く
て
、
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
は
中
国
で
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　日
本
で
は
、
そ
の
仕
事
が
い
い
か
ど
う
か
と
い

う
評
価
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
人
が
自
立

し
て
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
り
な
が
ら
生
き
て

い
け
る
、
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
中
国
と
日
本
の
家
族
の
様
子
に
違
い
は

あ
り
ま
す
か
？

　中
国
の
友
人
の
場
合
は
、
家
事
は
分
担
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

家
事
を
分
担
す
る
と
い
う
の
が
主
流
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
家
事
を
し
な
い
と
、
苦
労
を
知
ら
な
い

で
し
ょ
？
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

◆
日
本
で
女
性
が
不
利
だ
と
感
じ
た
こ
と

は
？

　日
本
で
は
ど
ち
ら
か
が
専
業
主
婦
（
夫
）
に
な

る
場
合
、
女
性
が
専
業
主
婦
に
な
っ
て
子
育
て
を

す
る
の
が
多
く
、
男
性
が
仕
事
を
辞
め
て
子
育
て

を
す
る
の
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
、

そ
れ
は
不
公
平
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
、
女
性
が
産
休
育
休
を
取
っ
て
仕
事
を
休

ん
だ
後
に
、
再
び
同
じ
職
場
に
復
帰
す
る
の
が
難

し
い
と
も
聞
き
ま
し
た
。

　中
国
で
は
子
育
て
は
家
族
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
な
の
で
、
出
産
す
る
際
に
男
性
が
休
み
を
取
る

と
き
周
囲
の
人
た
ち
は
み
ん
な
、「
お
め
で
と
う
」

と
祝
福
す
る
気
持
ち
で
い
ま
す
。
男
性
も
子
育
て

に
か
か
わ
る
期
間
が
長
い
で
す
。

　あ
と
、
男
性
で
あ
れ
ば
何
も
言
わ
れ
な
い
こ
と

で
も
、
女
性
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
男
性
が
仕
事
中
心
で
ま
だ
結
婚
し

た
く
な
い
と
言
え
ば
、「
頑
張
っ
て
い
る
」
と
評
価

さ
れ
る
よ
う
な
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
女
性
の
場

合
だ
と
、「
仕
事
の
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
家
族
の

こ
と
も
考
え
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
り
す
る
の
で
、

社
会
的
に
男
性
の
方
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は

不
公
平
だ
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

◆
小
金
井
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　小
金
井
国
際
交
流
サ
ロ
ン
の
安
部
先
生
の
お
か

　
昨
年
度
の
第
８
回
小
金
井
市
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
、「
あ
り
が
と
う
、
第
二
の
故
郷
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
小
金
井
市
の
こ
と
を
話
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
語
学
校
、
中
国
語
学

校
等
で
教
員
を
さ
れ
て
い
る
丁
怡
然
さ
ん
に
、
中
国
と
日
本
の
違
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

げ
で
小
金
井
市
の
小
学
校
や
、
国
分
寺
市
の
小
・

中
学
校
を
訪
問
し
て
、
中
国
文
化
を
紹
介
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
市
内
の
阿
波
踊
り
の
連
（
注
）

に
も
入
り
ま
し
た
。途
中
で
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、

練
習
に
参
加
で
き
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
し
た
が
、
連
の
み
な
さ
ん
が
優
し
く
、
色
々

と
教
え
て
い
た
だ
い
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
小
金
井
市
の
生
活
日
本
語
教
室
に
も

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
見
学
を
し
て
、
先
生
た
ち
が
学

生
を
熱
心
に
教
え
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　来
日
す
る
前
に
見
て
い
た
教
科
書
で
は
、
引
っ

越
し
を
し
た
ら
お
隣
に
挨
拶
を
す
る
と
い
う
内
容

が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
住
ん
で
い
る
場
所
で

は
、
そ
う
い
う
こ
と
も
な
く
隣
に
ど
ん
な
人
が
住

ん
で
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
小
金
井

市
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
隣
に
住
ん
で
い
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
お
裾
分
け
を
い
た
だ
い
た
り
と
人

情
が
厚
く
温
か
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

あ
と
、
小
金
井
は
野
菜
が
美
味
し
い
で
す
ね
。

◆
留
学
生
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す

　外
国
人
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
小
金
井
市

の
市
民
と
し
て
、
小
金
井
市
の
良
い
と
こ
ろ
も
そ

う
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
自
分
で
感
じ
て
ほ
し
い
で

す
。
日
本
人
だ
か
ら
と
か
外
国
人
だ
か
ら
と
か
い

う
先
入
観
は
ま
ず
は
一
旦
置
い
て
お
い
て
、
一
人

ひ
と
り
と
接
し
て
い
く
中
で
、
相
手
は
こ
う
い
う

人
か
な
、
と
自
分
の
感
覚
で
相
手
を
認
識
し
て
い

く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。

89

　流
暢
で
丁
寧
な
日
本
語
を
話
す
丁
さ

ん
。
日
本
人
と
か
中
国
人
と
か
の
先
入

観
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一

人
そ
の
人
自
身
を
自
分
で
感
じ
、
よ
り

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い

と
い
う
想
い
が
印
象
的
で
し
た
。（

秀
澤
）

取
材
を
終
え
て

注
：
阿
波
踊
り
を
踊
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。

毎
年
七
月
に
開
催
さ
れ
る
小
金
井
阿
波
お
ど

り
大
会
で
は
、
約
二
十
も
の
市
内
連
が
参
加

し
て
い
る
。
大
会
終
盤
に
は
、
市
内
連
が
集

ま
り
一
斉
に
踊
り
だ
す
、
圧
巻
の
総
踊
り
が

披
露
さ
れ
る
。
見
る
だ
け
で
な
く
、
踊
り
手
・

鳴
り
物
と
し
て
参
加
す
る
の
も
、
小
金
井
阿

波
お
ど
り
大
会
の
楽
し
み
方
の
一つ
で
す
。

『
第
二
の
故
郷
』
丁   

怡
然 

さ
ん

ち
ょ
う

い
ぜ
ん
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第６次男女共同参画行動計画を策定しました。

第６次男女共同参画行動計画の基本理念及び基本目標

　市では、第５次男女共同参画行動計画期間中に改正された法律や社会情勢の変化に対応する

とともに、これまでに取り組んできた施策をさらに推進・発展させるための指針として、「小金

井市第６次男女共同参画行動計画」を策定しました。

　計画の内容を一部抜粋して、市民の皆様にご紹介いたします。

　個人も、家庭も、地域社会も、この「人権尊重」と「ワーク・ライフ・バランス」に留意しながら、その実
現を支える啓発・支援・環境整備等の仕組みをさらに充実し、新しいライフスタイルを創っていくことを通し、
意識と実態が伴った男女共同参画社会を形成していくことが必要です。
　これらの点を踏まえ、第６次男女共同参画行動計画の基本理念は、これまでの計画に引き続き「人権尊重と
ワーク・ライフ・バランスを軸とする 男女共同参画の実現をめざして」と定めました。

基本理念
人権尊重とワーク・ライフ・バランスを軸とする 男女共同参画の実現をめざして

目標Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの実現した暮らしをめざす

　男女がともに、家庭生活、仕事、地域活動等、あらゆる分野に参画し、一人ひとりがその能力を十
分に発揮し、自分らしい生き方に対して主体的な選択を可能とする生活環境の整備を図ります。
　また、「小金井市女性活躍推進計画」に対応した女性が活躍していくための支援や男性中心の労
働慣行の変革に向けた意識改革、仕事と家庭の両立を支える保育や介護サービス基盤の充実に取
り組みます。

目標Ⅲ　男女共同参画を積極的に推進する

　市民と行政が共に連携し責任を分かち合いながら、それぞれの立場で男女共同参画を理解するこ
とで、多角的な視点からの問題提起や、様々な人の立場を考慮した政策等の立案・実施が可能にな
るよう支援に努めます。
　また、小金井市特定事業主行動計画に基づき、市内事業所のモデルとなるよう、引き続き庁内の
男女共同参画を推進します。

目標Ⅰ　人権が尊重され、多様性を認め合う社会をつくる

　人権と多様性が尊重される社会づくりに向け、男女平等意識の醸成を図り固定的性別役割分担意
識の解消、多様な性のあり方や性にとらわれない多様な生き方への理解を促進し、一人ひとりがその
個性と能力を発揮することができるよう支援を進めます。
　また、「小金井市配偶者暴力対策基本計画」に対応した配偶者等からの暴力（ＤＶ、デートＤＶな
ど）の未然防止と、被害者の安全確保や自立に向けた支援の一体的な推進を図るとともに、ストー
カーやセクシュアル・ハラスメント、虐待、性犯罪等を含めた男女共同参画社会の実現を阻む暴力を
根絶するための取組を進めます。

基本目標Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの実現した暮らしをめざす

基本目標Ⅰ　人権が尊重され、多様性を認め合う社会をつくる

基本目標Ⅲ　男女共同参画を積極的に推進する

（主要課題）

１ 家庭における男女共同参画の推進 

２ 働く場における男女共同参画の推進

（主要課題）

１ 人権尊重・男女平等意識の普及・浸透

２ 男女共同参画を推進する教育・学習の推進

３ 配偶者等からの暴力の防止と被害者支援

（主要課題）

１ 政策・方針決定過程への男女の参画

２ 市民参加・協働による男女共同参画の推進

３ 女性の活躍と多様な働き方への支援

４ 市民がともに参画する地域づくりや市民活動の促進

４ ストーカーやハラスメント、虐待等への適切な対応と対策

５ 生涯を通じた心と身体の健康支援

６ 様々な困難を抱えた女性等が安心して暮らせる環境の整備

　

３ 推進体制の充実・強化

第６次男女共同参画行動計画（概要版）

・市役所本庁舎２階男女共同参画室や市内
　各公共施設他で配布しています。

・市ホームページでもご覧いただけます。
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「かたらい」は、公募による市民編集委員が、企画・取材・執筆を行っています。

　令和３年６月１６日に「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律の一部を改正する法律」が公布・
施行されました。
　日本における政治分野への女性の参画が徐々に進められてきているものの、諸外国と比べて大きく遅れてお
り、男女を問わず、立候補や議員活動等をしやすい環境整備等が必要であることから、政党等がより積極的な
取組を行うこととなるよう促進すること及び国や地方公共団体の施策を強化するために、改正されました。

匿名で相談できます。相談は無料です。秘密は厳守します。

　生活上のいろいろな悩みについて、女性カウンセラーが一緒に考えます。夫との関係、家族のこ
と、職場での人間関係、近所付き合いなど、ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

●相談日時：原則、毎週金曜日と第２木曜日　午後１時３０分～午後４時３０分
●場所：市民相談室（市役所第２庁舎１階）
●相談方法：電話または面談（要予約）
●予約先：企画政策課男女共同参画室　☎０４２－３８７－９８５３
●費用：無料　　　●保育：１歳以上～未就学児が対象（要問合せ）

女性総合相談

東京ウィメンズプラザ相談室のご案内

男性のための悩み相談

　夫婦や親子の問題、生き方・職場の人間関
係、セクシュアルハラスメントやＤＶなどの
暴力の問題など、男性の抱えるさまざまな悩
みに男性相談専門職員が対応します。

●ＴＥＬ：０３－３４００－５３１３
●日時：月曜日・水曜日　午後５時～午後８時
　　　　土曜日　午後２時～午後５時
　　　　※祝日・年末年始を除く。

一般相談

　配偶者からの暴力（ＤＶ）、デートＤＶ、セ
クシュアルハラスメント、夫婦や親子の問
題、生き方や職場の人間関係など、さまざま
な悩み相談をお受けします。

●ＴＥＬ：０３－５４６７－２４５５
　　　　　03-5467-1721（DV専用ダイヤル）
●日時：毎日　午前９時～午後９時
　　　　※年末年始を除く。

※プライバシーは守られます。
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p2  『たかがホルモン、されどホルモン
‒ 身体の性を決定し、人生まで変えるかもしれない不思議な物質、性ホルモン』

p6 小金井で働く

『家族会議のすゝめ』
水越　浩幸さん・順子さん

p8 国際比較

p10 小金井市第６次男女共同参画行動計画

『第二の故郷』
丁　怡然さん

「生物学的な面からの性の多様性」企画

名古屋大学副総長（男女共同参画・多様性担当）・大学院生命農学研究科教授
束村　博子さん

北海道大学大学院理学研究院生物科学部門生殖発生生物学分野教授
黒岩　麻里さん

寄稿

p4 『私たちの性を決める遺伝子』寄稿
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「生物学的な面からの性の多様性」


